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第４回全国女性町長サミットｉｎ野木

７/２（木）

７/３（金）

１３時
３０分

１５時１６時

１５時
３０分

１４時

女性町長来庁
歓迎初会合

野木二中「無言・自問清掃」視察

野木神社視察

日光東照宮視察

歓迎レセプション

栃木県知事表敬訪問

とちぎ男女共同参画センター
「パルティ」視察

栃木県議会議長表敬訪問

野木町煉瓦窯視察

１０時
３０分

１４時
４０分

１５時

１４時

１８時
３０分

7月２日(木)～４日(土)　全日程ダイジェスト

１日目

２日目
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７/４（土）

　

７
月
４
日（
土
）、
全
国
の
女
性
町
長

が
一
堂
に
会
し
た
「
第
４
回
全
国
女
性

町
長
サ
ミ
ッ
ト

ｉｎ
野
木
」
が
エ
ニ
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
場
内
は
、
町

内
外
か
ら
参
加
し
た
約
８
０
０
名
の
方

の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
舞
子
・
神
楽
師

全
員
が
女
性
で
行
う
珍
し
い
「
五
行
の

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
お
客
様
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
男
女
が
と
も
に
輝
く
ワ
ー

ク･
ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
女
性
町
長
の
考
え
方

や
施
策
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
町
の
取
組
に
女
性
の
視

点
が
活
か
せ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
重
ね

る
こ
と
な
ど
を
含
め
た
ア
ピ
ー
ル
を
宣

言
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
ホ
ー
ル
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
参
加
６
町
や
県
内
・
近
隣
市
町

等
の
展
示
物
や
チ
ラ
シ
を
置
い
て
、
地

域
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

９時
３０分

１３時

１５時
４０分

１４時

１６時
２０分

１２時
５０分

１１時

社会福祉法人パステル視察

オープニング野木神社太々神楽「五行の舞」

女性町長によるパネルディスカッション

市町紹介コーナー見学

基調講演「あなたが輝く働き方
　　　　～ワーク・ライフ・バランス～」
㈱ワーク・ライフバランス社長
　　　　　　　     　小室 淑恵 さん

サミットアピール

①福岡県苅田町長　　吉廣　啓子　　　②兵庫県播磨町長　　清水　ひろ子　
③栃木県野木町長　　真瀬　宏子　　　④大阪府田尻町長　 　原 　明美　　
⑤埼玉県長瀞町長　　大澤　タキ江　　　神奈川県二宮町長　村田　邦子（公務のため３日目欠席）

会場の様子

シンポジウム
テーマ「男女がともに輝く
　ワーク・ライフ・バランス」

３日目

参加した
女性町長

（敬称略）

① ② ③ ④ ⑤
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野木町文化祭参加者募集第39回

◇開催期日◇

◇各種催物等募集規定◇

ダンス
パーティー

10月17日(土)18時30分～21時30分　《体育センター》

音楽会 10月18日(日)９時30分～16時　《文化会館》

囲碁大会 10月18日(日)９時30分～　《公民館》

展示発表会
10月23日(金)・24日(土)・25日(日)※華道は10月24日(土)・25日(日)
９時～１６時　《体育センター・公民館・郷土館》

茶会 10月23日(金)・24日(土)・25日(日)　９時～15時　《公民館》

模擬店等
10月18日(日)・23日(金)・24日(土)・25日(日)・11月１日(日)
９時～15時　《文化会館・役場駐車場他》

映画会 10月25日(日)　13時～15時　《文化会館》

芸能発表会 11月１日(日)　９時30分～16時　《文化会館》

式典 11月１日(日)　11時～　《文化会館》

将棋大会 11月１日(日)　９時30分～　《公民館》

部門名 出展規定 出店数

茶会 団体・サークルで申し込む（茶会打ち合わせ会で協議） 出店数に応じて調整
模擬店等 団体・サークルで申し込む（模擬店等打ち合わせ会で協議） 出店数に応じて調整

※映画会・ダンスパーティー・囲碁・将棋大会は各運営部会ごとに、募集要項、実施要領等を作成し、
　募集及び諸調整を行い、募集する。
※文化祭の主旨に鑑み、模擬店等でのＰＲ（チラシの配布等）を禁止する。

募集日時
８月３日（月）～23日（日）21時まで　【土・日の申込みも可】
※例年より募集締切が早いので、ご注意下さい。

募集内容 各募集規定による

参加資格 町在住在勤者

申込用紙
芸能発表会・音楽会・展示発表会・各種催物の申込用紙は町公民館にあります。
※申込用紙には必ず電話番号を記入してください。

申込・
問合せ先

町公民館　撒（57）４１７７
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◇展示発表会等募集規定◇

◇芸能発表会・音楽会募集規定◇

部門名 出品物規定

華道 自作に限る
書道 短冊・色紙・額・条幅・枠張・仮巻で自筆のものに限る
文芸 短冊・色紙で自筆のものに限る
工芸 自作に限る
写真 パネル・額等（自撮影に限る）４ツ切・半切・全紙
美術 自作に限る。絵画 : 額３号～ 20号まで

その他
一般サークル各種団体

青少年関係団体、女性関係団体等で自主的にサークル活動をしていて、上
記の部門に属さないもの。

※額を使用する場合は、原則アクリル板とする
※前年度、県芸術祭等での入選作品を奨励します（申込書備考欄に賞名を記入）

芸能発表会 音楽会

①野木町文化協会に所属している団体・サークルは、その所属している専門部長（理事）へ申込み、　
　部門ごとの出演順を記入し、取りまとめて、公民館へ代表して申し込むこと。

②野木町文化協会に所属していない団体サークルは、公民館へ申し込む。
　ただし、運営委員会において協議の上、参加を決定する。なお、個人での参加申し込みは、受け付け
　ません。

③出演持ち時間 ( 出入り ･ 準備含む ) は、１曲５
　分以内とする。
　（ただし、専門部の出演持ち時間内での調整は
　差し支えない。）
　民踊舞踊・民謡・詩吟・民族舞踊・その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　…計３９０分

③出演持ち時間 ( 出入り ･ 準備含む ) は、以下の
　とおりとする。
　吹奏楽団・オーケストラ…１団体30分以内
　その他の楽器演奏…………１団体15分以内
　合唱（コーラス）…………１団体15分以内
　歌謡…………………………１団体15分以内
　※文化協会歌謡部所属の団体は 1 団体30分以内

④芸能発表会に参加する団体・サークルは、音楽
　会には参加できません。 

④音楽会に参加する団体・サークルは、芸能発表
　会には参加できません。

⑤参加料　無料

⑥芸能発表会参加者打合せ会を９月３日（木）
　19時から町公民館で行います。

⑥音楽会参加者打合せ会を９月２日（水）
　１９時から町公民館で行います。

※�申し込み締切り後、予定時間（計３９０分）をこえた場合は、野木町文化協会に所属している団体・サー
クルを優先し、野木町文化協会に所属していない団体・サークルは運営委員会において抽選を行い、
調整する（８月 26 日（水）に抽選会を行い、その結果を送付します。）

※前年度、県芸術祭等での入賞演目を奨励します（申込書備考欄に賞名を記入）

・申込数は､１部門につき１人１点とする｡部門内の複数の申込みはできません。
・参加者打合せ会を９月４日（金）19時から町公民館で行います。
・参加者は、当日の運営のお手伝いをお願いします。
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い
よ
い
よ
平
成
27
年
10
月
５
日
よ

り
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
）
が
施
行
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
が
本
格
始
動
と
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
数
回
に

わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
い
て
は
、

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
対
し

て
、
一
人
一
つ
の
12
桁
の
数
字
が
指

定
さ
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
一
度

指
定
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
分
野
で
、
保
有
す
る
個
人
情

報
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
を
紐
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
に
情
報
の
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

○
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
う
の
？

　

年
金
・
雇
用
保
険
・
医
療
保
険
の

手
続
、
生
活
保
護
・
児
童
手
当
そ
の

他
福
祉
の
給
付
、
確
定
申
告
な
ど
の

税
の
手
続
な
ど
で
、
申
請
書
等
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き

に
お
い
て
は
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、

保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代
わ
っ
て

手
続
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
勤

務
先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど

の
金
融
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

提
出
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
活
用
し
て
、
同
一
の
方
に
関
す
る

個
人
情
報
を
他
の
機
関
と
の
間
で
迅

速
か
つ
確
実
に
や
り
取
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
期
待
さ
れ
る
効

果
と
し
て
は
、
大
き
く
３
つ
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

①
【
町
民
の
利
便
性
の
向
上
】

・
行
政
手
続
に
お
け
る
添
付
書
類
の

　

削
減

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る
お
知
ら

　

せ
サ
ー
ビ
ス

②
【
行
政
の
効
率
化
】

・
情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力
等
に

　

要
す
る
時
間
や
労
力
の
削
減

・
複
数
業
務
間
で
の
連
携
に
よ
る
作

　

業
の
重
複
等
の
無
駄
の
削
減

③
【
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
】

・
所
得
等
の
よ
り
正
確
な
把
握
に
よ

　

る
負
担
の
不
当
な
免
除
や
不
正
受

　

給
の
防
止

・
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
き
め

　

細
や
か
な
支
援

○
個
人
情
報
の
保
護

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
を
検
討
し

て
い
た
段
階
で
、
個
人
情
報
が
外
部

に
漏
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
他
人
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
な
り
す
ま
し
が
起

こ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
懸

念
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安

心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方

か
ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
制
度
面
の
保
護
措
置
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
法
律

に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
を
収

集
し
た
り
、
保
管
し
た
り
、
提
供
し

た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

会
と
い
う
第
三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る

か
監
視
・
監
督
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
法
律
に
違
反
し
た
場
合

の
罰
則
も
、
従
来
よ
り
重
く
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度（
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
）が
始
ま
り
ま
す
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【
シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
下
で
も
、

個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
の
で
は

な
く
、
従
来
通
り
、
年
金
の
情
報
は

年
金
事
務
所
、
税
の
情
報
は
税
務
署

と
い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て
管
理
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
も
と
に
特
定
の
機
関
に
共
通
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
は

な
く
、
そ
こ
か
ら
個
人
情
報
が
ま
と

め
て
漏
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
間
で
情
報
の
や

り
と
り
を
す
る
と
き
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
直
接
使
わ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

人
を
制
限
し
た
り
、
通
信
す
る
場
合

は
暗
号
化
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

【
平
成
27
年
10
月
か
ら
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
が
始
ま
り

ま
す
。
住
民
票
の
住
所
に
通
知
カ
ー

ド
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
票

の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ

住
民
票
を
移
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

総
合
計
画
と
は
、
町
の
将
来
像
を

樹
立
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
、
本
町
の
自
立
し
た
町
政
運
営
を

実
現
す
る
た
め
の
経
営
指
針
と
な
る

も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
23
年
に
策
定
し
た

「
の
ぎ
未
来
プ
ラ
ン
」（
第
７
次
野
木

町
総
合
計
画
）
に
基
づ
き
、総
合
的
・

計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
の
ぎ
未
来
プ
ラ
ン
」
の
計

画
期
間
の
終
了
が
今
年
度
末
で
あ
る

た
め
、
今
後
進
む
べ
き
方
向
と
実
現

に
必
要
な
施
策
の
基
本
姿
勢
を
示
し

た
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
を
、

昨
年
度
よ
り
、
町
民
会
議
で
あ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
の
他
、
庁
内
策

定
体
制
で
あ
る
総
合
計
画
策
定
委
員

会
、
若
手
町
職
員
か
ら
な
る
検
討
部

会
に
お
い
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

◆
新
た
な
総
合
計
画
の
構
成
と
期
間

【
基
本
構
想
】
本
町
の
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
達
成
の
た

め
に
必
要
な
施
策
の
大
綱
を
定
め
た

行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も
の
。（
期

間:

10
年
間
）

【
平
成
28
年
１
月
か
ら
】

　

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
行

政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

が
開
始
さ
れ
、
希
望
者
に
は
申
請
に

よ
り
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ

ま
す
。◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

今
回
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
平
成
27
年
１０
月
よ
り
送

付
が
開
始
さ
れ
る
通
知
カ
ー
ド
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
基
本
計
画
】
基
本
構
想
に
基
づ
く

町
政
の
基
本
的
な
計
画
で
あ
り
、
基

本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
分
野
別

の
主
要
な
施
策
を
示
す
も
の
。（
期

間:

前
期
５
年
間
・
後
期
５
年
間
）

【
実
施
計
画
】
基
本
計
画
で
示
し
た

施
策
を
具
体
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
の
計
画
。（
期
間:

２
か
年
を
計

画
期
間
と
し
て
、
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式

に
よ
り
年
度
ご
と
に
調
整
・
見
直
し

を
行
う
）

　

検
討
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随

時
広
報
の
ぎ
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
検
討
内
容
に
つ
き

ま
し
て
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
部
政
策
課

撒（
57
）４
１
０
１

新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て

基本
構想

基本計画

実施計画

〈総合計画体系図〉



（８）

【
平
成
26
年
度
】

野
木
町
人
事
行
政

運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

問
総
合
政
策
部
総
務
課

撒（
５７)

４
１
５
８

　　

野
木
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

２６
年
度
の
野
木
町
の
職
員
人
事
行
政

等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員

　
数
に
関
す
る
状
況

○
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
選
考

　
に
よ
る
任
用
と
競
争
試
験
に
よ
る

　
任
用
が
あ
り
ま
す
。

選
考
に
よ
る
任
用

・
係
長
以
上
の
職
ま
た
は
こ
れ
に
相

　

当
す
る
も
の
と
町
長
が
認
め
る
職

・
単
純
な
労
務
職
（
運
転
手
、
用
務

　

員
等
）

・
法
令
上
の
資
格
若
し
く
は
技
能
等

　

を
必
要
と
す
る
職
（
保
健
師
、
栄

　

養
士
等
）

競
争
試
験
に
よ
る
任
用

・
競
争
試
験
は
小
山
ブ
ロ
ッ
ク
市
町

　

等
職
員
採
用
試
験
事
務
共
同
実
施

　

協
議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

・
選
考
に
よ
り
任
用
す
る
職
以
外
の

　

職
（
事
務
職
等
）

○
職
員
数
の
状
況

○
職
員
数
・
定
員
管
理
の
状
況

試
験
区
分

一般
行政職
一般
事務

受
験
者

４７人

最
終
合
格
者

９人

組織上名 職員数 構成比
部長 ３人 １．７％

課長級 １５人 ８．７％
課長補佐 １６人 ９．３％

係長 ２３人 １３．４％
主任 ４７人 ２７．３％
主査 １９人 １１．１％
主事 ２９人 １６．９％

主事補 ２人 １．７％
保健師 ３人 １．７％
用務員 ５人 ２．９％
運転手 ５人 ２．９％

給食調理員 ５人 ２．９％
合計 １７２人 １００．０％

年齢 人数 構成比
１９歳以下 １人 ０．６％
２０歳以上
２９歳以下 ３６人 ２０．９％

３０歳以上
３９歳以下 ３３人 １９．２％

４０歳以上
４９歳以下 ４２人 ２４．４％

５０歳以上
５９歳以下 ６０人 ３４．９％

合計 １７２人 １００．０％

部門 区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由２５年度 ２６年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 ３ ３ ０
総務 ４７ ４９ ２ 総合計画策定、まちづくり会議等（２）
税務 １４ １３ ▲１ 退職（▲１）
労働 ０ ０ ０
農水 １０ １１ １ 地籍調査業務導入（１）
商工 ３ ３ ０
土木 １４ １５ １ 課統合による会計区分移動（１）
民生 １５ １２ ▲３ 係統合（▲２）、社協派遣終了（▲１）
衛生 １６ １６ ０
小計 １２２ １２２ ０

教育部門 ３５ ３１ ▲４ 退職および財団派遣終了等（▲４）
消防部門 ０ ０ ０

小計 １５７ １５３ ▲４
公
営
企
業
等

　
　
会
計
部
門

水道 ４ ４ ０
下水道 ７ ６ ▲１ 課統合による会計区分移動（▲１）
その他 ９ １０ １ 後期高齢医療広域連合派遣（１）
小計 ２０ ２０ ０

合計 １７７
（２３８）

１７３
（１９８）

▲４
（▲４０）

※１．平成２６年度地方公共団体定員管理調査による。
　２．職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）である。
　３．（　）内は、条例定数の合計である。

【採用試験の実施状況】
　（平成２６年度実績）

【職名別職員の状況】　（平成２６年４月１日）【年齢階層別職員の状況】（平成２６年４月１日）

【部門別職員数の状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年４月１日）①人件費の総額　
　　　　（平成２６年度一般会計決算見込）

②一般職員の給与費
　　（平成２６年度一般会計決算見込）

人口
（平成２６年

３月３１日
現在）

歳出額 人件費 人件
費率

２５，４３２
人

７，２９８，４９６
千円

１，４６９，６８７
千円 ２０．１％

給料 ５６１，３１０千円

職員手当 １３０，００９千円

期末勤勉手当 ２１２，８３９千円

合計 ９０４，１５８千円

※人件費には、一般職員のほか町長等特
　別職、議会議員、各種行政委員会等の
　特別職に支給される給料、報酬等が含
　まれています。

２
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況



（９）

⑨
勤
務
時
間
の
状
況

・
始
業
終
業
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
勤
務
の
特
殊
性
が
あ
る
場
合
は
、

　

別
に
勤
務
時
間
を
定
め
ま
す
。

・
休
憩
時
間　

12
時
～
13
時

⑩
年
次
有
給
休
暇

・
一
の
年
度
に
お
い
て
、
20
日
以
内

・
取
得
状
況

　

平
均
使
用
日
数
７
・
７
日

⑪
特
別
休
暇

　

特
別
休
暇
は
、
選
挙
権
の
行
使
、

結
婚
、
出
産
、
忌
引
、
交
通
機
関
の

事
故
そ
の
他
特
別
の
事
由
に
よ
り
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ

る
休
暇

⑫
介
護
休
暇

【
概
要
】
職
員
が
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

配
偶
者
の
父
母
の
負
傷
、
疾
病
又
は

老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
る
も
の
の
介
護
で
、
勤
務

し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
に

つ
き
給
与
減
額
を
す
る
制
度

・
取
得
状
況　

な
し

③特別職の報酬、手当　（平成26年４月１日現在）④職員の平均給料月額および平均年齢
　　　　　　　　　　　　（平成26年４月１日現在）

⑤職員の初任給　（平成２６年４月１日現在）

区分 給料月額等 備考

給料
町長 ７０２，０００円 １０％減額

副町長 ５８９，０００円 ５％減額

報酬
議長 ３５０，０００円

副議長 ２８０，０００円
議員 ２６０，０００円

期末手当

町長 ６月期　１．４０月分
副町長 １２月期　１．７０月分

計 ３．１０月分
議長

６月期　１．４０月分
１２月期　１．７０月分副議長

議員
計 ３．１０月分

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職
（事務職員、技術職員） ３１９，５００円 ４２．３歳

技能労務職
（運転手、調理員） ２７４，８００円 ５１．８歳

区分 平均年齢

一般行政職
大学卒 １７２，２００円

高校卒 １４０，１００円

技能労務職 高校卒 １３７，２００円

⑥職員の経験年数別・学歴別給料月額（平成26年４月１日現在）⑦一般行政職の級別職員数の状況　（平成26年４月１日現在）

区分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般
行政職

大学卒 ２８９，１００円 ３６２，２３３円 ３７６，１００円

高校卒

区分 標準的な職務 職員数 構成比
１級 主事・技師・主事補・技師補 １５人 １１．５％
２級 主事・技師 １１人 ８．４％
３級 主査 １５人 １１．５％
４級 主任 ５７人 ４３．５％
５級 副主幹 １６人 １２．２％
６級 主幹 １４人 １０．７％
７級 参事 ３人 ２．２％

※平成２６年度公務員給与実態調査による。
⑧職員の手当状況（平成26年４月１日現在）

区分 内容

扶養手当

配偶者 １３，０００円
第２子まで ６，５００円
その他の扶養親族 ６，５００円
１６歳から２２歳の子１人につき ５，０００円加算

通勤手当
公共交通機関利用 運賃相当額
自家用車など利用 ２km以上２，０００円から

住居手当 借家 家賃に２７，０００円以内

期末勤勉
手当

支給月 期末手当 勤勉手当
６月期 １．２２５月分 ０．６４５月分
１２月期 １．３７５月分 ０．７９５月分

計 ２．６０月分 １．４４月分
職制上の段階、勤務の級等による加算措置があります。

退職手当

勤続年数 自己都合 勧奨・定年
２０年 ２１．６２月分 ２７．０２５月分
２５年 ３０．８２月分 ３６．５７月分
３５年 ４３．７０月分 ５２．４４月分

最高限度額 ５２．４４月分 ５２．４４月分
定年前早期退職者応募認定制度による特別措置があります。

特殊
勤務手当

職員全体に占める手当支給職員の割合 １．２％
支給総額　　　　　　 １２２千円
手当の種類（手当数） ４

時間外
手当

25年度
支給総額 ５７，５３７千円
職員１人当たり支給年額 ３６９千円

24年度
支給総額 ６４，０５２千円
職員１人当たり支給年額 ４０５千円
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⑬
病
気
休
暇

【
概
要
】
職
員
が
負
傷
又
は
疾
病
の

た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
で
、

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・�

医
師
等
の
証
明
書
が
必
要
な
病
気

休
暇
の
取
得
状
況　
　

13
人

３
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

茨
育
児
休
業

　

育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

【
概
要
】
子
を
養
育
す
る
職
員
の
継

続
的
な
勤
務
を
促
進
し
、
職
員
の
福

祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
制
度

・
育
児
休
業
利
用
状
況　
　
　

６
人

　

�（
生
後
３
年
に
達
し
な
い
子
を
養

育
し
て
い
る
職
員
）

・
部
分
休
業
利
用
状
況　
　
　

な
し

　

�(

３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
し

て
い
る
職
員
が
復
職
し
た
場
合
に

取
得
で
き
る
・
勤
務
し
な
い
時
間

給
与
減
額)

芋
自
己
啓
発
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
26
条
の
５
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
務
に
関
す
る
能
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
大
学
等
課
程

の
履
修
又
は
国
際
貢
献
活
動
の
た
め

休
業
す
る
制
度

・
自
己
啓
発
休
業
利
用
状
況　

な
し

鰯
修
学
部
分
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
26
条
の
２
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
務
に
関
す
る
能
力

向
上
を
目
的
と
し
て
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
各
種
教
育
施
設
で
、
勤

務
時
間
の
一
部
を
修
学
の
た
め
に
休

業
す
る
制
度

・
修
学
部
分
休
業
利
用
状
況　

な
し

允
配
偶
者
同
行
休
業

　

地
方
公
務
員
法
第
26
条
の
６
の
規

定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
の
勤
務
や
修

学
等
の
外
国
滞
在
に
同
行
す
る
た
め

休
業
す
る
制
度

配
偶
者
同
行
休
業
利
用
状
況　

な
し

４
職
員
の
分
限
処
分
お
よ
び

　
懲
戒
処
分
の
状
況

茨
分
限
処
分

①
分
限
処
分
制
度
の
概
要

　

地
方
公
務
員
法
第
28
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
に
反
す

る
降
任
、
免
職
、
休
職
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
制
度

②
分
限
処
分
の
状
況　

処
分
者
な
し

芋
懲
戒
処
分

①
懲
戒
処
分
の
概
要

　

地
方
公
務
員
法
第
29
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
戒
告
、
減
給
、
停

職
及
び
免
職
の
処
分
を
す
る
制
度

②
懲
戒
処
分
の
状
況　

処
分
者
な
し

５
職
員
の
服
務
の
状
況

茨
服
務
規
律
の
概
要

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
、
公
共
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
誠
実
か
つ

公
正
に
職
務
に
専
念
す
る
規
律

芋
服
務
規
律
の
確
保
の
た
め
に

・
地
方
公
務
員
と
し
て
相
応
し
い
接

　

客
等
を
行
う
た
め
に
野
木
町
職
員

　

接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
施

・
野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
実
施

６
職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務

　
成
績
の
評
定
の
状
況

茨
研
修
の
実
施
状
況

芋
勤
務
成
績
の
評
定
の
実
施
状
況

　

野
木
町
人
材
育
成
基
本
方
針
の
中

の
人
事
評
価
制
度
に
基
づ
き
、
平
成

18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

７
職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益

　
の
保
護
の
状
況

茨
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策

・
健
康
診
断

　

一
般
健
康
診
断
・
が
ん
検
診

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施

芋
労
働
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
項

・�

野
木
町
職
員
安
全
衛
生
管
理
委
員

会
の
設
置

鰯
災
害
補
償
の
実
施
状
況

①
公
務
災
害
補
償
制
度
の
概
要　

　

地
方
公
務
員
法
第
45
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
職
員
が
公
務
に
よ

り
死
亡
、
負
傷
若
し
く
は
疾
病
し
、

ま
た
は
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
補
償
す
る
制
度

②
認
定
件
数　

な
し

允
職
員
互
助
会
へ
の
補
助
の
実
施
状
況

・�

職
員
互
助
会
が
実
施
す
る
職
員
の

福
利
厚
生
事
業
に
対
し
、
１
人
当
た

り
２
千
円
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

８
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置

　
の
要
求
の
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
26
年
度

に
新
た
な
措
置
要
求
は
な
か
っ
た
。

９
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不

　
服
申
し
立
て
の
状
況

　

係
属
事
案
は
な
く
、
平
成
26
年
度

に
新
た
な
不
服
申
し
立
て
は
な
か
っ

た
。

区分 受講者数
（人）

小山地区職員
研修協議会研修 ７６

栃木県市町村職員
研修協議会研修 ２０

その他 ８０



（１１） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

町

敬

老

会

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
３

　

町
で
は
、
敬
老
の
日
を
祝
し
て
敬

老
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

ご
来
場
の
招
待
者
の
方
に
は
、
記

念
タ
オ
ル
・
赤
飯
・
ま
ん
じ
ゅ
う
を

お
渡
し
し
ま
す
。

日
９
月
４
日（
金
）

▽
午
前
の
部　

10
時
～

　

野
木
第
二
中
学
校
区
の
方

▽
午
後
の
部　

14
時
～

　

野
木
中
学
校
区
の
方

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

容
式
典
・
演
芸

対
満
75
歳
以
上
の
方

　

（
平
成
27
年
９
月
１
日
現
在
）

※
案
内
状
は
、
８
月
下
旬
発
送
予
定

※�

当
日
、
案
内
状
を
必
ず
お
持
ち
く

だ
さ
い
。（
代
理
の
方
で
も
記
念

品
の
引
換
は
可
能
で
す
。）

敬
老
祝
金

　

平
成
27
年
９
月
１
日
現
在
で
野
木

町
に
１
年
以
上
在
住
の
、
満
77
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
88
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

99
歳
、
100
歳
の
方
に
敬
老
祝
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

当
日
、
敬
老
祝
金
支
給
通
知
書
兼

領
収
書
に
ハ
ン
コ
を
押
し
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
８

　

町
主
催
の
成
人
式
は
、
毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、
式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
時
代
の
仲
間
と
成
人
式
に

実
行
委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

容�

成
人
式
は
１
月
10
日（
日
）を
予
定

し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま
で
に
４

回
程
度
の
実
行
委
員
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
式
の
運
営
方
法
等

を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
前
日

の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等
の
運

営
ま
で
行
い
ま
す
。

広報のぎ

町からのお知らせ ８
２０１５

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※町の事業の申込受付は、特に指定のない限
　�り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時
３０分～１７時１５分（「としょかん」と「こども
ひろば」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇町県民税　　第２期　◇介護保険料　第２期

　◇国民健康保険税　第２期　　後期高齢者　
　　　　　　　　　　　　　医療保険料

◇ 第２期

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施 

 

野
木
町
総
合
戦
略（
案
）

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
57
）４
１
０
１

　

野
木
町
が
安
定
し
た
人
口
構
造
を

保
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画

と
し
て
、
野
木
町
総
合
戦
略
を
策
定

い
た
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

８
月
24
日（
月
）～
９
月
18
日（
金
）

閲
覧
方
法

　

�
総
合
政
策
部
政
策
課
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

　

�

書
面
に
よ
る
窓
口
受
理
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
問
合

せ
先
へ

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５

　

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

　

総
合
政
策
部 

政
策
課 

政
策
係 

宛

　
姉（
57
）４
１
９
０

　

死seisaku@
tow

n.nogi.lg.jp

※�

窓
口
で
の
資
料
の
閲
覧
・
提
出
は

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

但
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

※�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

後
日
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



（１２）

子宮頸がん検診 乳がん検診

（小山市内）　樹レディスクリニック　　　　 ０２８５（２０）５５０５
　　　　　　新小山市民病院（婦人科外来）　 ０２８５（２１）３８４４
　　　　　　やまなかレディースクリニック ０２８５（３７）８０２０

（下野市内）　木村クリニック　　　　　　　 ０２８５（４４）８２１１
　　　　　　中央クリニック　　　　　　　 ０２８５（４０）１１２１
　　　　　　和田マタニティクリニック 　　０２８５（４０）５５０３

（小山市内）　新小山市民病院（健診センター） ０２８５（２１）３８２３
　　　　　　光南病院　　　　　　　　　　 ０２８５（４５）７７１１
　　　　　　光南健診クリニック　　　　　 ０２８５（３２）７１２０
　　　　　　星野胃腸科外科医院　　　　　 ０２８５（２５）３５３３

（下野市内）　小金井中央病院　　　　　　　 ０２８５（４４）７０００

種別 対象 内容など 料金

基本健診

①３０歳～３９歳の方
　（Ｓ５１. ４. １～Ｓ６１. ３.３１生まれ）
②�３０歳以上（Ｓ６１. ３.３１以前生まれ）の生

活保護対象者

★問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・
　診察（特定健診に関連した内容）・血圧・
　血液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血）・
　尿（尿糖・尿蛋白）・腎機能検査・眼底
　検査（個別は除く）・心電図検査

（注１）野木町国保、後期高齢者医療の人間
　　　ドック助成を利用した方は、特定健
　　　診、後期高齢者健診の対象外となり
　　　ます。

・３０～３９歳…１，０００円
・生活保護対象者…無料

特定健診
４０歳～７４歳（Ｓ１６. ４. １～Ｓ５１. ３.３１生
まれ）の野木町国民健康保険の方（注１）

・４０～６９歳…５００円
・７０歳以上…無料

後期高齢者
健診

７５歳以上（Ｓ１６. ３.３１以前生まれ）の方（注１）
※６５歳以上の後期高齢者医療該当者を含む

無料

胃がん検診 ３０歳以上（Ｓ６１.３.３１以前生まれ）の方 ★バリウムによる胃レントゲン撮影 ５００円

胃がん
ハイリスク

検診
４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５歳の方

★血液検査（ペプシノゲン検査とヘリコバ
　クターピロリ菌抗体検査）

５００円

大腸がん
検診

３０歳以上（Ｓ６１.３.３１以前生まれ）の方 ★便潜血反応検査（２日法） ３００円

肺がん検診 ３０歳以上（Ｓ６１.３.３１以前生まれ）の方
★胸部レントゲン撮影
★喀痰細胞診

Ｘ線…２００円
Ｘ線＋喀痰…７００円

乳がん検診 ３０歳以上（Ｓ６１.３.３１以前生まれ）の女性 ★乳房レントゲン撮影と超音波検査 ５００円

子宮がん
検診

２０歳以上（Ｈ８. ３.３１以前生まれ）の女性
※平成２５・２６年度のＨＰＶ併用検診結果で
次回受診年度が 3 年後となった方は対象外

★細胞診とＨＰＶ検査 １，５００円

前立腺がん
検診

５０歳以上（Ｓ４１. ３.３１以前生まれ）の男性 ★血液検査（ＰＳＡ値測定） ３００円

肝炎ウイルス
検診

①２７年度中に４０歳の方
　（Ｓ５０. ４. １～Ｓ５１. ３.３１生まれ）
②４１歳以上で肝炎ウイルス検診を受けたこ
　とのない方

★血液検査（Ｂ型、Ｃ型の肝炎ウイルス検査）
Ｂ型検査…１００円
Ｃ型検査…４００円

■子宮頸がん・乳がん指定医療機関

【表４】２７年度健診対象者・内容・料金

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の40～74歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※年齢は平成27年度中（平成27年４月１日～平成28年３月31日）にその年齢に達する人です。

　健診当日に野木町に住民票のある方を対象とします。



（１３）

　町では、平成27年度生活習慣病健診を次のとおり実施します。

　集団健診10月～１月分の受付を８月20日から開始します。受診には事前の予約が必要となりますので、

電話又は窓口にて、希望の健診日・健診項目をお申し込みください。

○生活習慣病健診の対象者に「健診案内はがき」を５月中に送付しました。
　健診は年齢や性別、今までの受診状況や結果によって受けられる項目が異なります。

　案内はがきで受診できる項目等のご案内をいたします。

　健診を受けるためには、健診当日「案内はがき」が必要です。平成27年度中は、大切に保管ください。

○生活習慣病健診の実施期間は、「６月から翌年１月まで」です。

【保健センターでの集団健診の申込方法】
　事前申込制です。町健康福祉課に電話か窓口での申し込みとなります。

　定員（120名程度）になり次第、締め切らせていただきます。

【町委託医療機関での個別健診の申込方法】
　肺がん検診、胃がんハイリスク検診、肝炎ウイルス検診は集団健診のみ

医療保険等の種類・希望の健診項目 受付開始日

・特定健診（野木町国保）
・後期高齢者健診
・基本健診（生活保護の方）

健康福祉課にお申し込みください。

受付後、受診券を発送しますので、受診券がお手元に届きましたら指

定医療機関にお申し込みください。

・基本健診（３０代の方）
・がん検診（胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、
　乳がん検診、子宮がん検診）

直接、指定医療機関にお申し込みください。

健診日 受付開始日

１０月８日（木）

８月２０日（木）から

受付開始

１０月２２日（木）

１１月１６日（月）

１１月１９日（木）

１１月２１日（土）

１２月５日（土）

１２月７日（月）

平成２８年１月１４日（木）

平成２８年１月１５日（金）

【表１】健診日と受付開始日

【表２】医療保険などの種類・希望の検診項目・申込方法　※健診項目ごとに申し込みの方法が異なります。

平成27年度生活習慣病健診のお知らせ

医療機関 電話番号 基本健診 特定健診
後期高齢者

健診
胃がん検診

（バリウム）
大腸がん検診

前立腺がん
検診

いなば内科クリニック （57）０７７０ ○ ○ ○ ○ ○

岩崎医院 （56）０２８０ ○ ○ ○ ○ ○

菊池クリニック （57）２５１０ ○ ○ ○

さくら診療所 （54）５００４ ○

鹿野クリニック （57）００５６ ○ ○ ○

寺内整形外科 （57）９８１１ ○ ○

野木病院 （57）１０１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【表３】指定医療機関一覧

■町内指定医療機関

問町民生活部健康福祉課
撒（57）４１７１



（１４）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

応
募
作
品
に
つ
い
て

・�

採
用
作
品
に
関
す
る
諸
権
利
は
町

に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

・�

作
品
の
採
用
に
あ
た
り
、
や
む
を

得
ず
補
作
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

応
募
の
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表

の
も
の
と
し
ま
す
。

・�

応
募
作
品
の
著
作
権
に
係
わ
る
問

題
が
発
生
し
た
場
合
、
応
募
者
の

責
任
と
し
ま
す
。

・�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
本
事
業
実
施
に
係
わ
る
事
務

以
外
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
入
賞
者

の
氏
名
お
よ
び
（
市
町
村
名
）
に

つ
い
て
は
公
表
い
た
し
ま
す
。

選
考
お
よ
び
表
彰

　

審
査
委
員
会
に
よ
り
以
下
の
賞
を

決
定
し
、
最
優
秀
賞
を
愛
称
と
し
て

採
用
し
ま
す
。

○
最
優
秀
賞
…
１
点

　

�

賞
状
＋
記
念
品
＋
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
招
待
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

○
優
秀
賞
…
２
点

　

�

賞
状
＋
記
念
品
＋
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
招
待
チ
ケ
ッ
ト

交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

観
光
と
学
習
の
拠
点
、
地
域
振
興

の
拠
点
と
し
て
、
町
内
外
の
来
訪
者

が
野
木
町
の
歴
史
や
自
然
・
文
化
に

触
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
、
交

流
の
場
と
し
て
中
核
的
な
施
設
を
目

指
し
ま
す
。

（
仮
称
）交
流
セ
ン
タ
ー

愛
称
募
集

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
７
８

　
　
　
　
　
　
　

姉（
57
）４
１
９
２

死syougaigakusyuu@
tow

n.nogi.lg.jp

　

平
成
28
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
「
野
木
町
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募
可

応
募
作
品
の
内
容

　

�

施
設
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
た
、

誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
愛
称

応
募
方
法

　

�

次
の
事
項
を
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
応
募
用

紙
に
よ
り
応
募
く
だ
さ
い
。
一
人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
一

通
に
つ
き
一
点
ま
で
と
し
ま
す
。

※�

応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
窓
口
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

○
施
設
の
愛
称
（
ふ
り
が
な
）

○
愛
称
の
意
味
、
考
え
た
理
由

○�

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
生
の
場
合
は
学
校
名
、
学
年

応
募
期
間

　

８
月
３
日（
月
）～
９
月
24
日（
木
）

応
募
先　

問
合
せ
先
ま
で

▲煉瓦窯全景

▲交流センター配置図 ▲渡良瀬遊水地全景

▲交流センター イメージ図



（１５）

お知らせ

そ
の
他

　

�

応
募
資
格
要
件
の
ほ
か
出
店
条
件

等
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
項
に
記
載

国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
57
）４
１
３
６

　

限
度
額
認
定
証
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
が
入
院
や

外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
の
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
を
病
院
に
示
す

も
の
で
す
。
病
院
に
保
険
証
と
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
一
か
月
の
窓
口

負
担
額
の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
医

療
費
が
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
応
じ

て
決
ま
り
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら

は
26
年
分
の
所
得
が
も
と
に
な
り
ま

す
。
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
８
月

１
日
以
降
に
住
民
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
印
鑑

※
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
低
所

　

得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
の
み
対
象
で
す
。

※�

自
己
負
担
限
度
額
は
１
か
月
（
各

月
１
日
～
末
日
）
の
金
額
で
す
。

※�

過
去
12
か
月
の
う
ち
で
自
己
負
担

限
度
額
上
限
ま
で
の
支
払
が
４
回

（
仮
称
）交
流
セ
ン
タ
ー
内
飲

食
店
等
運
営
事
業
者
募
集

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
７
８

　

町
で
は
、
野
木
町
煉
瓦
窯
に
隣
接

す
る
「
野
木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の

建
設
に
伴
い
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
す
る
飲
食
店
テ
ナ
ン
ト
等
の
運
営

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
概
要

茨
名
称　

（
仮
称
）交
流
セ
ン
タ
ー

芋
所
在
地

　

野
木
町
大
字
野
木
３
３
２
４
番
地
10

鰯
面
積

　

述
べ
床
面
積
５
２
２
・
５
㎡

允
構
造　
　

鉄
骨
１
階
平
屋

印
駐
車
場　

90
台

厨
房
等
（
飲
食
店
等
）
の
施
設
概
要

　

厨
房
面
積
２
８
．２
㎡

　

（
洗
面
・
ト
イ
レ
併
設
）

募
集
要
項
の
配
布

　

８
月
３
日（
月
）～
９
月
11
日（
金
）

募
集
要
項
の
入
手
方
法

　

�

生
涯
学
習
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
書
類
の
受
付

　

８
月
３
日（
月
）～
９
月
11
日（
金
）

選
定
方
法

　

�

応
募
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
運

営
企
画
書
等
を
も
と
に
、
選
考
委

員
会
で
審
査
の
う
え
後
日
決
定
す

る
。

目
以
降
の
場
合
、
自
己
負
担
限
度

額
が
下
が
り
ま
す
。

※�

差
額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
自
己

負
担
限
度
額
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※�

世
帯
に
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い

方
が
い
る
場
合
、
申
告
し
て
い
た

だ
い
た
後
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

※�

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
て
い
な

い
場
合
、
認
定
証
を
交
付
で
き
ま

せ
ん
。

区分 所得要件 自己負担限度額 ４回目以降

ア
旧ただし書所得

９０１万円超
２５２，６００円＋ ( 医療費の総額－８４２，０００円 )
×１％

１４０，１００円

イ
旧ただし書所得

６００万円～９０１万円以下
１６７，４００円＋ ( 医療費の総額－５５８，０００円 )
×１％

９３，０００円

ウ
旧ただし書所得

２１０万円～６００万円以下
８０，１００円＋ ( 医療費の総額－２６７，０００円 )
×１％

４４，４００円

エ
旧ただし書所得
２１０万円以下

５７，６００円 ４４，４００円

オ 住民税非課税 ３５，４００円 ２４，６００円

◎７０歳未満の方

※旧ただし書所得とは、総所得金額等から基礎控除額（３３万円）を差し引いた額です。

区分
外来（個人単位）

の限度額

外来＋入院（世帯単位）

の限度額

低所得者Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円

低所得者Ⅰ ８，０００円 １５，０００円

◎７０歳から７５歳未満の方

※低所得者Ⅱ…世帯主およびすべての国保加入者が住民税非課税
　　　　　　　の世帯の方
※低所得者Ⅰ…世帯主およびすべての国保加入者が住民税非課税
　　　　　　　の世帯の方で、かつ世帯全員の所得が０円の世帯
　　　　　　　の方

広　　告



（１６）

お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

27
年
度 

母
子
保
健
推
進
員
名
簿

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
１

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、
各
区
長
に

推
薦
を
さ
れ
た
女
性
31
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
２
歳
児
の
い
る
お
宅

を
訪
問
し
て
、
育
児
の
相
談
な
ど
を

保
健
師
に
つ
な
げ
た
り
、
毎
週
水
曜

日
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
て

い
る
育
児
相
談
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

フ
ッ
素
塗
布
事
業
に
お
い
て
の
食
育

の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
１

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
を

救
う
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
８
月
６
日（
木
）10
時
～
12
時

所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

全
血
献
血
の
み
で
す
。
成
分
献
血

は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
戦
没
者
追
悼
式

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
９
６

　

先
の
大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
を
心
か
ら
追
悼
し
、
そ
の
尊
い

犠
牲
を
無
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
戦
没
者
追

悼
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
８
月
21
日（
金
）

　

受
付　

10
時
か
ら

　

開
始　

10
時
30
分
か
ら　

所
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

参
列
を
希
望
す
る
方

・�
町
遺
族
会
会
員

　

�
遺
族
会
の
地
区
役
員
を
通
し
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

・
会
員
以
外
の
方

　

�

式
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

親
子
で
食
育
体
験 

お
や
こ
食
育
教
室

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
１

　

「
夏
休
み
に
親
子
で
作
り
た
い
メ

ニ
ュ
ー
の
料
理
実
習
」
を
食
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
食
生
活
改
善
推
進
員
会

が
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
食
育
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
８
月
21
日（
金
）10
時
～
13
時
30
分

所
町
公
民
館

対�

町
在
住
の
４
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

儡�

大
人
３
０
０
円
、
子
ど
も
２
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー

　

�

ビ
ビ
ン
バ
、
サ
バ
缶
の
揚
げ
ワ
ン

タ
ン
、
ス
ー
プ
バ
イ
キ
ン
グ
、
ゼ

リ
ー
、
麦
茶
（
予
定
）

申
８
月
３
日（
月
）～
14
日（
金
）参
加

　

料
を
添
え
問
合
せ
先
へ

主
催　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

　
　
　

�（
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

２７年度母子保健推進員名簿（敬称略）

分担地区 推進員氏名 分担地区 推進員氏名

本 新 田、 下 影、 角 新 田 岡田　悦子 丸 林 東 上 １ 潮田　富子
上 羽 ヶ 田、 中 古 屋、 
友 下 、 友 西 平岡みゆき 丸 林 東 上 ２･ ３ 川田眞紀子

松 原 １ ・ ２ ・ ３ 町田　信子 丸 林 東 中 １・ ２ 田村　悦子

松 原 ４ 東 ・ 西 中村　悦子 丸 林 東 下 １ 須藤真知子
新 橋 西 １・ ２・ ３、
芝 山 １ ・ ２ 阿部　成子 丸 林 東 下 ２・ ５ 青木　洋子

新 橋 東 １・ ２・ ３ 小倉　優子 丸 林 東 下 ３･ ４ 大関　則子

卯 の 木 １ ･ ２ 西巻ちず子 丸 林 西 上 大橋知恵子

大 塚 １ ･ ２ 佐々木時子 丸 林 西 中 １・ ２ 小畑　晴美

ブルーミングガーデン野木 冨永　則子 丸 林 西 中 ３･ ４ 永田　理加
野 木 １ の １・ １ の ２・
２、野木原、ひまわり団地 小林恵理子 丸 林 西 下 春井由紀恵

野 木 ３・ ４・ ５・ ６ 田部井淑江 潤 島 １ ･ ２ ･ ４ 須田　美和
野渡１・２の１・２の２・ 
３・ ４・ ６、 富 岡 福島　君子 潤 島 ３ 小湊　敏子
野 渡 ５ 、 狐 塚
１ ・ ２ 、 陽 光 台 中山　雪子 若 林 全 域 岩崎　和子
矢 畑 、 中 根 、 
御 門、 座 又、 行 家 福島　昌美 佐 川 野 全 域 中里美智代

篠山１･ ２、中之内、北斗 岩崎　弘子 川 田 全 域 黒須　幸子

中 谷 全 域 酒井　享子



（１７）

お知らせ

介
護
保
険
負
担
限
度
額

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
３

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割
ま
た
は

２
割
を
負
担
す
る
ほ
か
に
、居
住
費
・

食
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
の
居

住
費
・
食
費
に
つ
い
て
は
負
担
の
上

限
額
（
負
担
限
度
額
）
が
定
め
ら
れ
、

費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者

　

次
の
①
か
ら
③
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

て
お
り
、
ご
利
用
者
が
所
属
す
る

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
方

②
配
偶
者
が
町
民
税
非
課
税
の
方

　

�（
世
帯
が
同
じ
か
ど
う
か
は
問
わ

な
い
。）

③�

預
貯
金
等
の
金
額
が
次
の
基
準
額

を
超
え
な
い
方

・
配
偶
者
が
い
る
方

　
　
　
　

…
合
計
２
、０
０
０
万
円

・
配
偶
者
が
い
な
い
方

　
　
　
　
　
　

…
１
、０
０
０
万
円

申
請
に
必
要
な
も
の

・
本
人
と
配
偶
者
の
印
鑑

・�

本
人
と
配
偶
者
の
預
貯
金
口
座
残

高
の
写
し

※
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
・

名
義
人
と
最
終
の
残
高
（
申
請
日
よ

り
２
か
月
以
内
に
記
帳
さ
れ
た
も

の
）
が
分
か
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

・�

そ
の
他
投
資
信
託
・
有
価
証
券
等

が
あ
る
場
合
に
は
、
証
券
会
社
や

銀
行
の
口
座
残
高
の
写
し

・�

負
債
が
あ
る
場
合
は
借
用
証
明
書

の
写
し
（
預
貯
金
額
等
か
ら
差
し

引
き
ま
す
）

※�

配
偶
者
が
い
な
い
場
合
は
、
上
記

添
付
書
類
は
ご
本
人
分
の
み
に
な

り
ま
す
。

・�

金
融
機
関
へ
の
照
会
に
対
し
て

の
同
意
書
に
本
人
と
配
偶
者
の
署�

名
・
捺
印
を
い
た
だ
き
ま
す
。

留
意
点

・�

制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
27
年
８

月
か
ら
申
請
書
・
申
請
に
必
要
な

も
の
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
更
新
の
方
は
特
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・�

申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
受
付

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
上
記
を
よ

く
確
認
し
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・�

認
定
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月

の
初
日
か
ら
翌
年
（
１
月
以
降
の

申
請
は
同
年
）
７
月
31
日
ま
で
で

す
。

・�

毎
年
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で�

す
。
施
設
入
所
や
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
利
用
の
見
込
み
が
あ
る
場

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
56
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
は
、
野
木

町
在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。

　

特
に
「
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り
」、

「
農
作
業
」、「
草
取
り
」、「
屋
内
清

掃
」、「
家
事
援
助
」、「
毛
筆
賞
状
書

き
」
お
よ
び
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
作
」

の
で
き
る
方
を
募
集
中
で
す
。

入
会
説
明
会　

日
８
月
６
日（
木
）14
時
～
15
時
30
分

　

（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

　

８
月
の
刃
物
砥
ぎ
は
、
都
合
に
よ

り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
９
月
18
日（
金
）を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

興
障
子
・
襖
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
貼
り
替
え
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

合
に
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
請
を

し
て
非
該
当
の
方
で
も
、
そ
の
後
、

世
帯
構
成
・
所
得
状
況
・
預
貯
金

額
等
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は

再
度
の
判
定
が
可
能
で
す
。
再
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法
に
つ
い
て

　

利
用
す
る
施
設
に
「
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
」
を
必
ず
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
提
示
し
な
い
場
合
に
は
、
食
費
・

　

居
住
費
の
軽
減
対
象
に
な
り
ま
せ

　

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
～

知
識
編
～
参
加
者
募
集

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
７
１

　

「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
～
知
識

編
～
」
は
、
生
活
習
慣
病
の
基
本
や

予
防
の
仕
方
に
つ
い
て
医
師
か
ら
学

べ
る
教
室
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
糖
尿
病
の
運
動
療
法
の
実
際
」で
す
。

日
９
月
２
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時

所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

定
30
名
程
度

講
師　

稲
葉 

利
敬 

先
生

　
　
　

（
い
な
ば
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

申�

電
話
も
し
く
は
来
所
で
、
８
月
５

日（
水
）か
ら
申
込
受
付
開
始
。
定

員
と
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
と
さ
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お知らせ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

８
月
は 

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
５
５

「
い
い
出
会
い　

い
い
道
か
ら
の　

贈
り
物
」

　

道
路
は
日
常
の
生
活
に
お
い
て
最

も
身
近
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
公
共
施
設
で
す
。
８
月
は
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
な
の
で
、
こ
の
機

会
に
道
路
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

道
路
を
常
に
美
し
く
、
安
全
に
利
用

す
る
よ
う
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
…

①�

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
必
要
な
食
物

や
日
用
品
な
ど
が
運
ば
れ
て
い
ま

す
。

②�

上
空
や
地
下
に
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
収
容
さ
れ

て
い
ま
す
。

③�

災
害
時
に
は
避
難
路
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

④�

通
風
や
採
光
、
緑
化
な
ど
の
空
間

と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
道
路
は
、交
通
機
能
・

空
間
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
道
路
愛
護
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
道
路
や
側
溝
の
破
損
な
ど
に
お

気
づ
き
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
標
語

を
募
集
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
５
４

　

「
男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
日
常
生

活
や
学
校
・
職
場
で
感
じ
た
こ
と
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
考
え
な
ど

を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
高
校
生
以
上
の
町
内
在
住
在
勤
者

申
９
月
11
日（
金
）ま
で
（
必
着
）

　

�

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
に
よ
り
生
活
環
境
課
宛
て
提
出

　
姉（
57
）３
９
４
５

　
死seikatukankyou@

tow
n.nogi.lg.jp

表
彰

　

�

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
広
報
の

ぎ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、

11
月
開
催
予
定
の
男
女
共
同
参
画

映
画
会
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

そ
の
他

　

�

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
生
活
環

境
課
窓
口
ま
で

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
は
お
済
み
で
す
か

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
９
６

　

町
で
は
給
付
対
象
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て

お
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
11
月
３
日

（
火
）（
消
印
有
効
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で

な
い
方
は
早
め
に
申
請
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
請
期
間

　

８
月
３
日（
水
）～
11
月
３
日（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

申
請
窓
口

　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

※�

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
と

必
要
書
類
を
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　

撒
０
２
８
５（
39
）６
６
６
６

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　

撒（
57
）１
１
１
９

日
９
月
12
日（
土
）９
時
～
12
時

　

（
受
付　

８
時
30
分
～
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　

小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２

容
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

使
用
方
法
な
ど

申
８
月
15
日（
土
）～
31
日（
月
）

そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

・�

活
動
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い

「
き
ら
り
館
」か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」　

撒（
23
）１
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　

姉（
23
）１
２
３
２

　

死kirarikan@
pearl.ocn.ne.jp

興
手
作
り
お
も
ち
ゃ
講
座

　

昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
た
「
手

作
り
お
も
ち
ゃ
講
座
」
を
今
年
も
９

月
と
10
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
講

師
は
「
竹
と
ん
ぼ
の
会
」
の
方
々
で

す
。
自
然
の
素
材
を
そ
の
ま
ま
生
か

し
た
温
か
み
の
あ
る
作
品
作
り
に
あ

な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
・
容

○
第
１
回　

９
月
10
日（
木
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

「
う
ぐ
い
す
笛
」

○
第
２
回　

10
月
８
日（
木
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

「
す
す
き
の
穂
で
作
る
ふ
く
ろ
う
」

※
第
２
回
目
は
す
す
き
の
穂
の
状
況

　

に
よ
り
「
し
ゅ
ろ
の
バ
ッ
タ
」
に

　

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

定
各
回
10
名
（
先
着
順
）

所
き
ら
り
館

対
町
内
在
住
、
在
勤
の
方

儡
無
料

申
８
月
20
日（
木
）10
時
か
ら
受
付

　

電
話
ま
た
は
直
接
問
合
せ
先
ま
で



（１９）

お知らせ
興�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
も
う

（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
講
座
）

　

タ
ブ
レ
ッ
ト（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）を
使
っ

て
、
い
ま
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
便
利

に
快
適
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
講
座
は
、「
興
味
・
関
心
」

さ
え
あ
れ
ば
，
パ
ソ
コ
ン
に
詳
し
く

な
い
方
で
も
気
軽
に
受
講
で
き
ま
す
。

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

定
先
着
10
名

所
き
ら
り
館
会
議
室

講
師　

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

対�

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
で
全

部
受
講
で
き
る
方

儡
無
料

申
８
月
19
日（
水
）10
時
か
ら
受
付

　

�

電
話
ま
た
は
直
接
問
合
せ
先
ま
で

（
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
は
不
可
）

※�

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
き
ら
り
館
で
準
備

し
ま
す
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」作
文
募
集

問
栃
木
県
広
報
課

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

　

県
で
は
、「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ

た
ら
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
を
募
集
し
ま

す
。
知
事
に
な
っ
て
ふ
る
さ
と
『
と

ち
ぎ
』
の
た
め
に
や
り
た
い
こ
と
を

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

対�

小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
（
県
内

に
通
学
ま
た
は
在
住
）

申�

９
月
４
日（
金
）ま
で
に
、
４
０
０

字
づ
め
原
稿
用
紙
１
枚
に
ま
と
め

（
余
白
に
題
名
）、裏
面
に
学
校
名
・

学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性

別
を
記
入
の
上
、
県
広
報
課
宛
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
２
０-

８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１-
１-

２
０

わ
が
ま
ち
協
働
推
進
事
業 

第
３
回
の
ぎ
の
楽
市「
え
ん

に
ち
」の
ビ
ー
ル
ま
つ
り

問
事
務
局　

浜
田
撒（
56
）０
３
８
２

　

き
ら
り
館　
　

撒（
23
）１
２
３
１

　

「
野
木
駅
周
辺
を
元
気
に
」
と
の

声
か
ら
の
ぎ
の
楽
市
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
の
「
え
ん
に
ち
」
は
夏
場
開

催
の
た
め
、「
ビ
ー
ル
ま
つ
り
」
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
周
辺
商
店
の

協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日�

９
月
５
日（
土
）16
時
30
分
～
20
時

（
雨
天
決
行
）

所
駅
西
口　

富
士
見
公
園

出
店
・
出
演

　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
周
辺
商
店

他
※�

ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
・
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
な
ど
、
飲
物
、
食
べ
物
用
意
。

儡�

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
６
０
０
円

（
ビ
ー
ル
券
２
枚
付
）

　

当
日
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
４
０
０
円

　

（
ビ
ー
ル
券
１
枚
付
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

�

き
ら
り
館
・
ホ
ー
プ
館
・
ゆ
～
ラ

ン
ド

取
扱
期
間

　

８
月
１
日
～
27
日
の
開
館
日

※�

来
場
者
は
駅
周
辺
の
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

車
を
運
転
し
て
の
お
帰
り
の
方
は

飲
酒
で
き
ま
せ
ん
。

主
催

　

の
ぎ
の
楽
市
実
行
委
員
会

　

の
ぎ
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
１
３
１

　

こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
３
８

◎
７
月
８
日
、
役
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　
ポ
ス
ト
で
測
定
し
た
値
は
、

　
地
面
か
ら
の
高
さ
１
ｍ
で

　

０
・０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。

◎
７
月
１
日
（
第
１
水
曜
日
）、
各
小
中

　
学
校
校
庭
で
測
定
し
た
量
の
値
は
、

　

最
大
０
・０
７
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
、

　
最
小
０
・０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時

　

で
し
た
。

回 日時 内容

１ ９月１０日（木）
１０時～１２時 入門編　体験講習

２ ９月１７日（木）
１０時～１２時

基礎１
　ｉＰａｄで生活をたのしもう！

３ ９月２４日（木）
１０時～１２時

基礎２
　ｉＰａｄで写真をたのしもう！

４ １０月１日（木）
１０時～１２時

基礎３
　ｉＰａｄで動画・電子書籍を楽
　しもう！

◎ｉＰａｄ講座プログラム

人
権
標
語

　
　「
一
人
で
な
や
ま
な
い
で
」

　
　
　
　
　
み
ん
な
そ
ば
に
い
る
よ
　
友
達
だ
か
ら

野
木
小
学
校　

小お

が

わ川　

み
な
み

（
26
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）



（２０）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

お知らせ
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

「
渡
良
瀬
遊
水
地
で　

遊
び
・
学

び
・
汗
を
か
こ
う
！
」（
後
期
）

問
野
木
町
の
自
然
環
境
を
い
か
す
会

　

川
元
撒
０
９
０-
９
３
１
９-

６
９
９
１

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
と
し

て
新
た
な
歩
み
を
始
め
た
渡
良
瀬
遊

水
地
。
重
い
歴
史
を
踏
ま
え
、『
再
生

の
原
風
景
』
の
中
で
、
遊
び
・
学
び
・

汗
を
か
き
な
が
ら
、
遊
水
地
の
今
と
こ

れ
か
ら
を
見
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

対
ど
な
た
で
も
参
加
可
（
無
料
）

定
全
講
座
20
名
程
度

申�

８
月
18
日（
火
）～
９
月
１
日（
火
）

の
間
に
「
き
ら
り
館
」
へ
直
接
申

込
（
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

問
栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
総
務
担
当

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
３
９
１

受
験
資
格

①�

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
か
就
学
義

務
猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
方
で
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
方

②�

保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶

予
や
免
除
を
受
け
ず
、
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す

る
方
で
、
そ
の
年
度
の
終
わ
り
ま

で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む

を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科

学
大
臣
が
認
め
た
方

③�

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16

歳
以
上
に
な
る
方
（
①
と
④
に
掲

げ
る
方
を
除
く
。）

④�

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
方

願
書
受
付
期
間

　

�

平
成
27
年
８
月
24
日（
月
）か
ら
平

成
27
年
９
月
11
日（
金
）ま
で
に
文

部
科
学
省
に
出
願
書
類
を
提
出
す

る
。（
郵
送
可
）

試
験
科
目

　

�

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語(

英
語)

試
験
日　

平
成
27
年
10
月
28
日（
水
）

試
験
場　

栃
木
県
庁
南
庁
舎
２
号
館

各
種
自
衛
官
採
用
試
験

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（
25
）４
７
６
３

　

平
成
28
年
３
・
４
月
に
入
隊
す
る

各
種
自
衛
官
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

○
航
空
学
生

応
募
資
格

　

高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

８
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
火
）

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
23
日（
水
）

○
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

８
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
火
）

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

�

９
月
18
日（
金
）・
９
月
19
日（
土
）

の
い
ず
れ
か
１
日

○
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

８
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
火
）

※�

男
子
に
つ
い
て
は
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

試
験
日

　

９
月
下
旬
（
受
付
時
に
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。）

※�

各
種
応
募
年
齢
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま
で
。

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
57
）３
１
０
０

　

産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
６
１

　

〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予約センター

緯（５４）５５１５

　平日８時便

　　　～１６時便

回 日時 内容 備考

１ ９月４日（金）
１７時３０分～

「 ツ バ メ の ね ぐ ら 入 り の 見 学 」
講 師： わ た ら せ 未 来 基 金 事
務 局 長  内 田  孝 男  氏

集合場所：きらり館

２ ９月２０日（日）
８時３０分～

秋 の 動 植 物 観 察 と 除 草 作 業
講 師： わ た ら せ 未 来 基 金

集 合 場 所：小 山
市 生 井 桜 づ つ
み 公 園 駐 車 場

３ １２月１２日（土）
８時５０分～

「 平 地 林 の 下 草 刈 り 」 と「 落
ち 葉 で 焼 き イ モ 」
野 木 町 森 林 ボ ラ ン テ ィ ア グ
ル ー プ と 合 同 開 催

集 合 場 所：町 公
民 館 駐 車 場

４
１０月１４（水）
８時４０分～
１６時５０分

ヨシ焼き見学
講師：野木町の自然環境をいかす
会 舘野 孝良 氏

◎「渡良瀬遊水地で　遊び・学び・汗をかこう！」（後期）プログラム



（２１）

生涯学習

県
の
施
設
を
み
る「
県
民

バ
ス
」参
加
者
募
集

問
県
民
プ
ラ
ザ
室
撒
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

日
９
月
17
日（
木
）

　

第
１
集
合
地　

小
山
市
総
合
公
園

　

（
９
時
10
分
集
合　

16
時
30
分
解
散
）

　

第
２
集
合
地　

道
の
駅「
し
も
つ
け
」

　

（
８
時
50
分
集
合　

16
時
10
分
解
散
）

見
学
施
設

　

と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
、
産
業
技
術

　

セ
ン
タ
ー
・
計
量
検
定
所
。

　

昼
食
は
、
道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た

　

ぬ
ま
（
各
自
自
由
）

対
野
木
町
お
よ
び
小
山
市
、
下
野
市

　

に
お
住
ま
い
の
方

定
50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
８
月
27
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

　

１
０
４
円
の
往
復
は
が
き
の
「
往

　

信
用
裏
面
」
に
、
①
氏
名
、
②
住

　

所
、
③
電
話
番
号
、
④
年
齢
、
⑤

　

性
別
、
⑥
希
望
集
合
地
を
明
記
の

　

上
、「
〒
３
２
０-

８
５
０
１

　

（
住
所
不
要
）
栃
木
県
庁
広
報
課

　

県
民
プ
ラ
ザ
室
」
ま
で
。
１
枚
の

　

は
が
き
で
最
大
２
名
の
申
込
可
。

　

２
名
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑥

　

を
明
記

町
民
大
学
文
学
コ
ー
ス 

『
唐
詩
選
』を
読
む 

李
白
と
杜
甫

問
町
公
民
館 　

撒（
57
）４
１
７
７

 

漢
詩
に
親
し
み
漢
詩
を
読
み
解
く

楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
人
と
漢
詩
が
い
か
に
身
近
で

あ
っ
た
か
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
楽

習
し
て
く
だ
さ
い
。

日
・
容
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

所
町
公
民
館
、
他　

対
町
内
在
住･

在
勤
者

定
45
名
程
度

※
第
１
回
講
演
会
は
60
名
程
度

儡
第
１
回
・
２
回
・
３
回　

無
料
、

　

第
４
回　

館
外
研
修
１
、５
０
０
円

　

（
入
館
料
・
高
速
代
、
昼
食
は
ご

　

自
由
に
各
自
負
担
）

申
８
月
５
日（
水
）～
受
講
料
を
添
え

　

て
直
接
町
公
民
館
ま
で

　

８
月
６
日（
木
）～
第
１
回
・
２
回
・

　

３
回
の
講
座
（
参
加
料
無
料
）
に

　

限
り
電
話
受
付
も
可

※
第
４
回
館
外
研
修
は
、
原
則
第
１

　

回
・
２
回
・
３
回
の
講
座
に
参
加

　

で
き
る
方
を
対
象

文
化
協
会
初
心
者
対
象
講
座 

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

問
町
文
化
協
会
ダ
ン
ス
部

　

森
内
利
秋
撒
０
９
０-

４
１
２
５-

０
７
５
７

　

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
楽
し
く
運
動

で
き
る
「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
社
交

ダ
ン
ス
）」
は
、
楽
し
み
な
が
ら
足

腰
が
丈
夫
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ダ
ン
ス
を
生
活
の
一
部
に
取
り
入

れ
て
、
素
敵
な
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ

を
…
。

日
８
月
29
日
、
９
月
５
日
・
12
日
・

　

19
日
・
26
日
、
10
月
３
日
・
31
日

　

（
土
曜
日　

計
７
回
）

　

13
時
30
分
～
15
時

所
町
公
民
館

定
男
性
10
名
・
女
性
10
名
（
先
着
順
）

儡
無
料

服
装
等　

動
き
や
す
い
服
装
、
履
物

　
　
　
　

は
サ
ン
ダ
ル
以
外

※
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
の
方

　

は
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
８
月
10
日（
月
）～
21
日（
金
）

　

電
話
ま
た
は
直
接
、
町
公
民
館
へ

　

撒（
57
）４
１
７
７

文
化
協
会
初
心
者
対
象
講
座 

フ
ラ
ダ
ン
ス
初
心
者
講
座

問
町
文
化
協
会
民
族
舞
踊
部

　

濱
田
美
智
子　

撒（
56
）０
３
８
２

　

楽
し
く
踊
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
！
基
本
ス
テ
ッ
プ
を

学
び
、
常
夏
の
ハ
ワ
イ
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
笑
顔
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
マ

ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

日
８
月
21
日
、
９
月
４
日
、
11
日
、

　

18
日
、25
日
（
金
曜
日　

計
５
回
）

　

10
時
～
11
時
30
分

所
町
公
民
館　

儡
無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

講
師　

安
部 

み
き
い 

氏

対
町
内
在
住
・
在
勤
者

定
20
名
（
先
着
順
）

申
８
月
３
日（
月
）～
14
日（
金
）

　

電
話
ま
た
は
直
接
、
町
公
民
館
へ

　

撒（
57
）４
１
７
７

そ
の
他

　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習

回 日時 内　容・講　師

１ ８月３０日（日）
１０時～１２時

・講演会　～日本人と漢詩～
　講師：國學院大学栃木短期大学
　　　　日本文化学科　教授　塚越 義幸 氏

２ ９月６日（日）
１０時～１２時

・「唐詩選」を読む①　～李白～
　講師：國學院大学栃木短期大学
　　　　日本文化学科　教授　塚越 義幸 氏

３ １０月４日（日）
１０時～１２時

・「唐詩選」を読む②　～杜甫～
・太極拳体験（運動のできる服装で）
　講師：國學院大学栃木短期大学
　　　　日本文化学科　教授　塚越 義幸 氏

４
１０月１４（水）
８時４０分～
１６時５０分

館外研修－横浜方面－
　「関帝廟」の見学と横浜中華街散策の旅
　（町有バス使用）
　※町公民館に８時３０分集合

◎町民大学文学コースプログラム



（２２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

スポーツ

日 容 儡所 定対 申

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
57
）４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
８
月
６
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
　
　

29
日（
土
）９
時
30
分
～
11
時
30
分

所
町
公
民
館
２
階　

第
４
研
修
室

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

プ
ー
ル
開
放
会
場
変
更

の
お
知
ら
せ

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

　

広
報
７
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し

た
、
野
木
第
二
中
学
校
プ
ー
ル
開
放

は
、
野
木
第
二
中
学
校
プ
ー
ル
施
設

故
障
の
た
め
会
場
が【
野
木
小
学
校
】

へ
と
変
更
と
な
り
ま
す
。
時
間
な
ど

の
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
急
な
変

更
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

第
５
回
オ
ー
タ
ム
グ
ラ
ウ

ン
ド･

ゴ
ル
フ
大
会

問
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

菅
野
信　
　
　

撒（
57
）４
４
９
６

日
９
月
10
日(

木)

　

受
付　

８
時
20
分
～

　

予
備
日　

９
月
11
日(

金)

所
あ
じ
さ
い
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
お

　

よ
び
町
在
住
在
勤
者

儡
無
料(

一
般
参
加
者
５
０
０
円)

申
８
月
26
日(

水)

ま
で
に
問
い
合
わ

　

せ
先
へ

第
27
回
野
木
町
近
県
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会

問
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　

篠
山
明
撒
０
９
０-
２
４
４
０-

４
２
７
９

日
９
月
５
日(

土)

９
時
～

　

予
備
日　

９
月
19
日(

土)

※
雨
天
時
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
35
歳
以
上
の
女
性

儡
１
ペ
ア
３
、０
０
０
円

　

(

参
加
費･

昼
食
代)

当
日
徴
収

申�

８
月
17
日(

月)

～
28
日(

金)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

第
34
回
町
水
泳
大
会

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

日
８
月
30
日(

日)　

９
時
～

所
野
木
中
学
校
プ
ー
ル

対
町
在
住
在
勤
者

儡
２
０
０
円

種
目

　

小
学
生
の
部･

中
学
生
の
部･

青

　

年
男
子
の
部･

壮
年
の
部
・
一
般

　

女
子
の
部

申�

８
月
３
日(

月)

～
10
日(

月)

ま
で
に

参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先

へ
第
32
回
野
木
町
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
秋
季
大
会

問
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

鈴
木
裕
子
撒
０
９
０-

８
５
９
０-

５
４
４
９

日
９
月
６
日(

日)　

９
時
～

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

対
町
お
よ
び
周
辺
市
町
の
18
歳
以
上

　

の
女
性

抽
選
会　

８
月
27
日(

木)

申�

８
月
20
日(
木)
～
26
日(

水)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

小
学
生･

大
学
生
交
流
事
業 

　
　

サ
ッ
カ
ー
教
室

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

　

毎
年
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
人
気
競
技
の
サ
ッ
カ
ー
を
大
学

生
が
『
イ
チ
』
か
ら
丁
寧
に
や
さ
し

く
楽
し
く
指
導
し
ま
す
！
ぜ
ひ
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
８
月
18
日(

火)

18
時
～
20
時

※
雨
天
時
は
、
９
月
８
日(

火)

　

18
時
～
20
時

所
町
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

対
町
在
住
の
小
学
生
男
女

儡
無
料

定
50
名(

先
着
順)

持
ち
物

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、
運
動
が
で
き

　

る
服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
サ
ッ

　

カ
ー
シ
ュ
ー
ズ(

運
動
靴
可)

、　

着
替
え

申�

８
月
３
日(

月)

～
13
日(

木)

ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
へ

ス
ポ
ー
ツ



（２３）

スポーツ

第
３
回
年
齢
別
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

問
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

松
原
正
代　
　

撒（
57
）９
２
０
９

日
９
月
６
日(

日)　

９
時
～

所
野
木
中
学
校
新
体
育
館

種
目

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・
合
計
80
歳
未
満
の
部

・
合
計
80
歳
～
１
０
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
０
０
歳
～
１
１
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
１
０
歳
以
上

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス

・
合
計
80
歳
未
満
の
部

・
合
計
80
歳
～
１
０
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
０
０
歳
～
１
１
０
歳
未
満
の
部

・
合
計
１
１
０
歳
以
上

※�

年
齢
は
、
大
会
当
日
現
在
で
お
願

い
し
ま
す
。

儡
１
人
１
、１
０
０
円(

当
日
徴
収)

対�

野
木
町
在
住
在
勤
者
お
よ
び
近
隣

ク
ラ
ブ
所
属
の
者

申�

８
月
28
日（
金
）ま
で
に
町
公
民
館

で
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
申
込
み
。

※�

締
切
日
以
降
は
、
一
切
受
付･

変

更
は
認
め
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い

組
合
せ
会
議

日
８
月
30
日(

日)

13
時
～

所
町
公
民
館

ス
ポ
ー
ツ･

文
化
の
全

国
大
会
等
出
場
補
助
金

問
生
涯
学
習
課　

撒（
57
）４
１
８
７

　

町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ･

文
化
の
全

国
大
会
等
へ
の
出
場
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

･

町
内
の
小
・
中
学
生
、
町
在
住
の

　

高
校
・
大
学
生

･

町
在
住
及
び
町
内
在
勤
者

対
象
と
な
る
大
会

　

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
、
日
本
体

育
協
会
ま
た
は
同
協
会
の
加
盟
団
体
、

文
部
科
学
省
な
ど
政
府
関
係
機
関
が

推
薦
な
ど
を
し
て
い
る
大
会

･

関
東
大
会(

東
日
本
大
会)

な
ど

･

全
国
大
会

･

ア
ジ
ア
大
会

･

世
界
大
会

補
助
金
額(

１
人
あ
た
り)

○
小
中
学
生

　

�

交
通
費
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
宿

泊
費

○
高
校
生
以
上

　

大
会
に
応
じ
、
３
千
円
～
５
万
円

広　　告

町内の交通事故

６
月
累
計

件数 ５

死者 ０

傷者 ５

２７
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

２０
（－４）

死者
（増減）

１
（１）

傷者
（増減）

１９
（－１０）

町内の犯罪発生件数

６
月
累
計

空き巣 ４

自動車盗 ０

車上ねらい １

自転車盗 ０

２７
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

９
（＋１）

自動車盗
（増減）

５
（＋４）

車上ねらい
（増減）

２
（－３）

自転車盗
（増減）

２
（－５）

 野木町煉瓦窯を
　　 未来に残すために！
煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆さんの寄附金・募金を受付けています。

○６月末までにご協力いただいた寄附金・募金
　　　　寄附金               ８，２９２，１６３円
　　　　（内ふるさと納税 ２，７３６，０００円）
　　　　募　金          　  １，０３０，７５１円
　　　　　計            　  ９，３２２，９１４円

問生涯学習課撒（57）４１８８

町内の救急出動

６
月
累
計

出場
件数 ６０

搬送
人員 ５４

27
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

１９８
（△７）

搬送
人員
（増減）

１７８
（△１２）



（２４）

「私の一冊」を大募集しています！

　「広報のぎ」では、読書のまち推進の一環として「私の一冊」
を昨年４月から掲載しています。心に残る大切な一冊をあげ

ていただき、その本と出会った時の状況や影響を受けたこと

など掲載してきました。

　今後、多くの町民の皆様の本との出会いをご紹介したいの

で、たくさんのご応募お待ちしています。

　詳しい内容等は電話または町ホームページをご覧ください。

◆問い合わせ先　町総合政策部政策課

　　　　　　　　撒（５７）４１３４　死 seisaku@town.nogi.lg.jp

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月

　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月

　※この記事のサイズが「半段枠」です。

　※審査の結果、掲載できない場合があります

　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（５７）４１３４

広　　告

問
町
立
図
書
館　

撒（
57
）２
８
１
１

夏
の
開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
毎
週
金
曜
日
（
書
架
整
理

の
28
日
は
の
ぞ
く
）
７
日
・
14
日
・

21
日
を
20
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。お

は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

　

８
月
は
お
休
み
で
す

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
①
８
月
11
日（
火
）・
18
日
・（
火
）・
25
日（
火
）

　
　

11
時
～
11
時
20
分

　

②
８
月
15
日（
土
）

　
　

14
時
30
分
～
15
時

容
①
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ
♪
手
あ
そ
び

　

②
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　
　

♪
手
あ
そ
び
♪
工
作

対
①
幼
児　

②
４
歳
位
～
小
学
生

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
（
図
書
館
職
員
）

日
８
月
８
日（
土
）14
時
30
分
～
15
時

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
工
作
な
ど

対
４
歳
位
～
小
学
生

☆
昔
話
の
会

　

「
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
・

夏
」
夏
休
み
、
お
は
な
し
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
８
月
６
日（
木
）11
時
～
11
時
30
分

プ
ロ
グ
ラ
ム　

・
タ
ー
ち
ゃ
ん
と
ペ
リ
カ
ン（
絵
本
）

・
腰
折
れ
す
ず
め（
お
は
な
し
）　

他

対
５
歳
～
小
学
生
低
学
年

申
不
要

※�

会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

※�
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

　
　
　
　

 

あ
そ
ぼ
う
！

日
９
月
３
日（
木
）11
時
～
11
時
30
分

所
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
～
２
歳

主
催　

よ
ち
よ
ち
く
ら
ぶ
・
ひ
よ
こ
の
会

申
図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
と
な
り
の
革
命
農
家

　
　
　
　
　
　

（
黒
野
伸
一
）
小
説

○
ヒ
ア
・
カ
ム
ズ
・
サ
ン

　
　
　
　
　
　

（
小
路
幸
也
）
小
説

○
リ
バ
ー
ス　

（
湊
か
な
え
）
小
説

○
小
さ
な
幸
せ
46
こ

　

（
よ
し
も
と
ば
な
な
）
エ
ッ
セ
イ

○
自
転
車
の
教
科
書

　
　
　
　
　
　
　

（
堂
城
賢
）
工
業

▽
児
童
書

○
ご
は
ん　

（
平
野
恵
理
子
）
絵
本

○
の
っ
て
い
こ
う

　
　
　
　
　
　

（
木
内
達
朗
）
絵
本

○
イ
ル
カ
の
ひ
み
つ

　
　
　
　
　
　

（
松
橋
利
光
）
自
然

○
ト
ロ
ル
と
に
ひ
き
の
い
た
ず
ら
こ
や
ぎ

　
　

（
松
居
ス
ー
ザ
ン
）
よ
み
も
の

○
ち
ょ
こ
っ
と
で
き
る
び
っ
く
り

　

あ
そ
び
１
～
２

　
　
　
　
　
　

（
立
花
愛
子
）
工
作

※�

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん

としょかん



（２５）

図
書
館
シ
ネ
マ

　

大
人
向
け
の
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
名　

「
マ
ン
マ
・
ミ
ー
ア
！
」

　

大
ヒ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
映
画
化

日
８
月
29
日（
土
）

　

14
時
～
15
時
50
分

所
２
階
ホ
ー
ル

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座（
新
人
養
成
講
座
）

対
①�

野
木
町
立
図
書
館
お
よ
び
町
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
方

　

②
こ
れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
始
め

　
　

た
い
と
思
っ
て
い
る
方

　

③
３
回
出
席
で
き
る
方

日
９
月
５
日（
土
）・
19
日（
土
）・
26
日（
土
）

　

13
時
～
15
時
30
分

所
２
階
研
修
室

講
師　

大
井 

む
つ
み 

先
生

定
12
名

儡
無
料

申
８
月
１
日（
土
）～
15
日（
土
）

　

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

としょかん

第２回キラリと光る読書のまち野木コンクール作品募集

　野木町では、平成２６年１１月に読書のまち宣言をいたしました。本年もキラリと光る読書のまち野
木コンクールを実施いたします。
　皆さんの「とっておきの本」一番心を動かされた本の感想を文や絵にしてみませんか？読書に関す
ることを詠んだ、標語・川柳も募集します。たくさんのご応募お待ちしています！

□募集区分
　【幼稚園児・保育園児の部】　○おはなしの絵・ゆめの絵…６つ切以内（２０．３cm ×２５．４cm）
　【小学生の部】　○お話の絵（読書感想画）…４つ切以内（２５．４cm ×３０．５cm）
　　　　　　　　○読書感想文…原稿用紙１～３枚（４００字～１，２００字）
　　　　　　　　○標語（読書に関すること）…Ａ４の縦半分の大きさ（２８cm ×１０cm）
　【中学生の部】　○読書感想文…原稿用紙２～５枚（８００字～２，０００字）
　　　　　　　　○標語（読書に関すること）…Ａ４の縦半分の大きさ（２８cm ×１０cm）
　　　　　　　　○本のしおり…Ａ４縦半分の大きさ（２８cm ×１０cm）
　【一般の部（高校生・大学生含む）】
　　○川柳（読書に関すること）…Ａ４縦半分の大きさ（２８cm ×１０cm）
　※感想画・しおりの画材（クレヨン、水彩・色鉛筆等）については自由です。
　※詳細な募集要項と作品応募票は、図書館にご用意してあります。（ホームページにも掲載します。）
□応募資格
　　町内在住または在学の方（幼稚園児・保育園児以上）
□応募規定
　　自由読書（ただし、教科書・雑誌・コミックは除く）
　　標語・川柳は、読書に関することを詠んでください。
　　応募作品は未発表のもので、各区分おひとり一作品とします。
□応募方法
　　�直接野木町立図書館まで持参してください。（幼稚園等での取りまとめ分は、それぞれの園等へ

ご提出ください。）
□応募期間
　　８月１日（土）～９月１６日（水）まで
□表彰および表彰式
　　審査の結果、選ばれた作品応募者に賞状と副賞を授与いたします。
　　表彰式は１１月に図書館において行います。
※詳しいことは、野木町立図書館までお問い合わせください。



（２６）

新
橋
児
童
館問

撒（
57
）９
１
５
５

８
月
の
休
館
日

　

５
日(

水)

興
も
の
づ
く
り
っ
こ

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
鎧
７
日

（
金
）午
後
は
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
名

人
の
「
う
し
さ
ん
」
が
来
る
よ
！
お

楽
し
み
に
～
。

日
８
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）

　

①
10
時
30
分
～
12
時

　

②
14
時
～
16
時

※
７
日
は
午
後
の
み
の
実
施
。

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で

興
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー

　

夏
だ
か
ら
聞
い
て
み
よ
う
！
怖
い

お
話
が
好
き
な
お
友
達
集
ま
れ
ー
。

日
８
月
19
日（
水
）14
時
30
分
～
15
時

対
小
学
生
以
上

儡
無
料

申
８
月
４
日(

火
）～
18
日(

火
）　
　

　

（
電
話
可
）

興
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ト
ル
（
幼
児
編
）

　

夏
だ
か
ら
、
水
鉄
砲
で
遊
び
ま
せ

ん
か
？

日
８
月
22
日（
土
）11
時
～
11
時
30
分

対
幼
児
と
保
護
者

儡
無
料

持
ち
物　

着
替
え
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

　
　
　
　

帽
子

申
８
月
６
日（
木
）～
16
日（
日
）

　

（
電
話
可
）

興
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ト
ル
（
小
学
生
）

　

竹
鉄
砲
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

作
っ
た
後
は
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
８
月
28
日（
金
）14
時
～

定
10
名

対
小
学
生

儡
無
料

持
ち
物　

帽
子
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　

水
分
補
給
の
も
の

申
８
月
６
日（
木
）～
23
日（
日
）

　

（
電
話
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

夏
休
み
最
後
の
思
い
出
に
《
流
し

そ
う
め
ん
》
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

日
８
月
29
日（
土
）

　

①
10
時
30
分
～
11
時
20
分

　

②
11
時
40
分
～
12
時
30
分

対
小
学
生
以
上　

各
回
15
名

儡
１
人
１
０
０
円

持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
　
　
　

タ
オ
ル
、水
分
補
給
の
も
の

申
８
月
６
日（
木
）～
27
日(

木
）

　

（
電
話
不
可
）

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

先
生
と
お
話
を
し
な
が
ら
、
オ
イ

ル
を
使
わ
な
い
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
①
８
月
25
日（
火
）

　

②
９
月
８
日（
火
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
各
回
と
も
20
組

儡
無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
①
８
月
４
日（
火
）～
24
日（
月
）

　

②
８
月
17
日（
月
）～
９
月
７
日（
月
）

　

（
電
話
可
）

興
片
足
立
ち
大
会

　

け
ん
け
ん
片
足
立
ち
に
自
信
の
あ

る
お
友
達
集
ま
れ
！
上
位
に
な
っ
て

景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
。

日
８
月
31
日（
月
）14
時
～
14
時
30
分

対
小
学
生
以
上

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で

興
楽
し
い
工
作
教
室

　

簡
単
に
作
れ
ち
ゃ
う
コ
ル
ク
コ
ー

ス
タ
ー
で
す
。

日（
幼
児
）

　
　

９
月
４
日（
金
）～
６
日（
日
）

　

（
小
学
生
）

　
　

９
月
７
日（
月
）～
12
日（
土
）

　

14
時
～
17
時

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で

そ
の
他

　

参
加
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
お
待

　

ち
い
た
だ
く
事
も
あ
り
ま
す
。

興
お
下
が
り
会

　

大
好
評
の
新
橋
児
童
館
恒
例
お
下

が
り
会
。
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ

い
ね
。

日
９
月
５
日（
土
）10
時
30
分
～
12
時

対
幼
児
と
保
護
者

儡
無
料

申
直
接
児
童
館
ま
で

そ
の
他

　

出
品
な
ど
の
お
知
ら
せ
は
職
員
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

☆
お
知
ら
せ
☆

　

夏
休
み
中
は
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
を

　

実
施
い
た
し
ま
す
。
児
童
館
発
行

　

の
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申



（２７）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
54
）１
４
４
０

８
月
の
休
館
日

　

５
日(

水)

興
親
子
で
作
ろ
う

　

楽
し
い
夏
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
８
月
１
日（
土
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
乳
幼
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

日
８
月
４
日
お
楽
し
み
会
飾
り
制
作

　
　
　

25
日
ベ
ビ
ー
タ
ッ
チ

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
全
火
曜
日
）

対
０
歳
～
１
歳
未
満
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
み
ん
な
で
Ａ
Ｂ
Ｃ

　

英
語
を
書
く
こ
と
に
も
挑
戦
し
よ
う
！

日
８
月
６
日（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
小
学
生

定
20
名

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ
♪

日
８
月
７
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
科
学
へ
Ｇ
Ｏ
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に

「
ゴ
ム
動
力
で
動
く
て
ん
と
う
虫
」

の
制
作
を
し
ま
す
。

日
８
月
11
日（
火
）10
時
30
分
～
12
時

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名

儡
無
料

申
８
月
９
日（
日
）ま
で
に
児
童
セ
ン

　

タ
ー
へ
（
電
話
可
）　

興
乳
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

日
８
月
19
日
お
楽
し
み
会
飾
り
作
り

　
　
　

26
日
わ
ら
べ
う
た

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
全
水
曜
日
）　
　
　

対
１
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ　

興
夏
の
お
楽
し
み
会

　

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
楽

し
み
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
８
月
23
日（
日
）13
時
～
16
時

※
当
日
は
準
備
と
後
片
付
け
の
た
め
、

　

次
の
時
間
は
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　

９
時
～
13
時
、
16
時
～
18
時

対
全
利
用
者

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

《
13
時
～
14
時
30
分
》

☆
出
店
コ
ー
ナ
ー

　

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
輪
投
げ
等

☆
リ
ラ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー

　

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ　
　

他

☆
制
作
コ
ー
ナ
ー

　

プ
ラ
バ
ン
作
り

☆
読
書
コ
ー
ナ
ー

《
14
時
30
分
〜
15
時
》

☆
映
写
会

《
15
時
～
16
時
》

☆
ふ
う
せ
ん
抽
選
会
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

興
小
学
生
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

「
折
り
紙
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
８
月
26
日（
水
）16
時
～
17
時

対
小
学
生

定
20
名

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
工
作
教
室

お
い
し
そ
う
な
「
ス
ラ
イ
ム
の
デ

ザ
ー
ト
」
を
作
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ

な
い
け
ど
遊
ん
じ
ゃ
お
う
！

日
８
月
27
日（
木
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
小
学
生
～
高
校
生

定
20
名

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にE

njoy English

日
８
月
28
日（
金
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
２
歳
～
就
学
前
の
親
子

定
20
組

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

興
自
然
の
森
探
検

日
８
月
29
日(

土)

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
小
学
生

定
20
名

儡
無
料

申�

８
月
28
日（
金
）ま
で
に
児
童
セ
ン

タ
ー
へ(

電
話
可)

★
８
月
31
日（
月
）10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

夏
休
み
最
後
の
日
に
、
大
人
気
の

「
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
」
で
思
い
き
り
遊

ん
じ
ゃ
お
う
！

※
小
学
生
対
象
で
す
。

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
本

人
又
は
家
族
の
分
の
み
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。

こどもひろば



（２８）

名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と

ば の 教 室

月～金曜日（祝日を除く）
　９時３０分～１２時
　１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など

言語聴覚士
幼児ことばの教室
撒（５７）４１８９

教 育 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員
こども教育課
撒（５７）４１６７

あ す な ろ

教 育 相 談

月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１２時
　１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談

相談員
あすなろ教育相談室
撒（５７）４１８９

法テラス栃木
月～金曜日
　９時～１２時
　１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員
法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書

士 会 総 合 相

談 セ ン タ ー

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時～１５時

【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士
司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の

メ ン タ ル

ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
　１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー
小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

行政書士電話

相談センター
月～金曜日（祝日を除く）
　９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可

行政書士
行政書士会
撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の

人 権１１０番
平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権

ホットライン
平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談
月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町生活環境課
配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員
町民生活部生活環
境課
撒（５７）４１３２

子 ど も の

人 権１１０番
平日
　８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員
宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談
月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時３０分～１７時１５分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８

（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

フ リ ー ダ イ

ヤ ル「 自 殺

予 防 い の

ち の 電 話 」

毎日１０日　８時
　　～１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６

自殺予防相談 相談員
栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

こ こ ろ の 耳
月～金曜日（祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１
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相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談
８月５日・１９日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

人権・行政合同

相 談
８月５日（水）
９時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委員
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２

子育てサロン

８月はお休みです 新橋児童館 子育てについて
子育てボランティア

「えくぼ」
新橋児童館
撒（５７）９１５５

８月１０日・２４日（月）
１０時～１２時

あかつか児童センター 子育てについて
センター職員、
子育てボランティア

「えくぼ」

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

行 政 書 士

専 門 相 談
８月２６日（水）
１０時～１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士
行政書士会小山支部
撒０２８５（３２）３０９０

野木町地域包括

支 援 セ ン タ ー

月～金曜日
　８時３０分～１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター

（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

ライフサポート

セ ン タ ー ゆ め
月～土曜日
　８時３０分～１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

み ら い
月～金曜日
　１０時～１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
みらい
撒（５７）２６７３

健 康・育 児

相 談
毎週水曜日（祝日を除く）

（受付）９時３０分～１１時
町保健センター

健康・子育てにつ
いて

保健師

管理栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

ボランティア

相 談
火～日曜日
　９時～１８時

町ボランティア
支援センター

（きらり館）

ボランティアにつ
いて

コーディネーター
町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

野 木 町 障 が

い 者 虐 待 防

止 セ ン タ ー

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員
町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

消費生活相談
平日
　９時～１２時
　１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル

相談員
町消費生活センター
撒（２３）１３３３

こころの相談
８月２２日（土）（要予約）
１０時～１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー
町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそいホッ

ト ラ イ ン
２４時間いつでも

電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺
念慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp
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ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を

　実施します。（毎週金曜日）※２１日は休み

★馬場純子先生による‘やさしいヨガ教室’を開催しております。（毎週月曜日、午前１０時３０分～１１時３０分）※２４日は休み

★優しい甘さ・どこか懐かしい、ゆ～らんどオリジナル‘ゆ～らんど饅頭’好評販売中です。

★毎週土・日曜日お手軽リラクゼーションを実施します。（癒し処ほぐし屋さん）

　全身オイルケア・タイ古式ケア・足つぼケア・全身もみほぐしケアなど本格ケアが受けられます。

★８月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）８日（土）・９日（日）・２９日（土）・３０日(日) 《西那須野温泉大鷹の湯》

★第３回ゆ～らんど秋祭り　カラオケ大会出場者の募集…９月６日（日）１１時より本館和室にてカラオケ大会を開

　催いたします。参加費：お１人様５００円、先着２０名　詳しくはお問い合わせください。

※８月１８日（火）～２５日（火）は工事のため休館します。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０－５７－０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

古河市（茨城県）

夢あんどんと夕涼み

　古河の夏の風物詩として、市民
の皆さんに親しまれている博物館
の行事です。幻想的なあんどんの
灯りをお楽しみください。

日時　８月14日(金)・15日(土)

　　　18時～21時

場所　古河歴史博物館・古河文学

　　　館・鷹見泉石記念館

※当日は、各館とも 18 時以降は入

　館無料。21時まで開館します。

問　古河歴史博物館

　　　　　　　撒０２８０（22）５２１１

　　古河文学館撒０２８０（21）１１２９

加須市（埼玉県）

オニバスが見ごろです

　埼玉県唯一の自生地で、鋭いとげ
のある大きな葉を水面に広げ、鮮やか
な赤紫色の可憐な花を咲かせます。早
朝に開花し、８月下旬まで楽しめます。

場所　オニバス自生地（北川辺総

　　　合支所から東へ１㎞）
問　北川辺総合支所環境経済課

　　　　　　　撒０２８０（61）１２０５

板倉町（群馬県）

夏期巡回ラジオ体操・
みんなの体操会

　町制施行60周年記念事業となる平

成 27 年度夏期巡回ラジオ体操・みん

なの体操会を開催します。

皆様の健康寿命をのばすきっかけとな

るようお誘い合わせの上、ぜひご参加

ください。

日時　８月20日（木）６時～

場所　晴天時：板倉中学校グラウンド

　　　雨天時：板倉中学校体育館

講師　体操講師　多胡 肇 先生

申込　不要。

　　　当日会場にお越しください。

問　総務課撒０２７６（82）１１１１

関東どまんなかサミット情報
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地
域
と
つ
な
が
る

　
　
　
　
学
校
を
め
ざ
し
て
！

　

良
い
地
域
に
支
え
ら
れ
た
良

い
学
校
。
そ
れ
が
野
木
小
学
校

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

教
育
活
動
を
め
ざ
し
ま
す
。

運
動
会
の
玉
入
れ

一
年　
と
お
の　
れ
お

　
あ
か
ぐ
み
が
か
っ
た
の
で
、

す
ご
く
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

お
じ
い
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

一
年　
わ
た
な
べ　
し
お
ん

　
お
ば
あ
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に

や
っ
た
か
ら
、
た
の
し
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。よ

も
ぎ
だ
ん
ご
づ
く
り

二
年　
清し

み
ず水　

寛ひ
ろ
と斗

　
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
の
つ
く
り
か

た
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
手
で

こ
ね
た
り
、
ぼ
う
で
ト
ン
ト
ン

と
つ
く
の
が
た
の
し
か
っ
た
で

す
。
き
れ
い
な
み
ど
り
色
に
な

り
ま
し
た
。

二
年　
長な

が
さ
わ澤　

み
な
み

　
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と

お
か
あ
さ

ん
と
い
っ

し
ょ
に
よ

も
ぎ
だ
ん

ご
を
つ
く

り
ま
し
た
。

さ
わ
っ
た
ら
ふ
わ
ふ
わ
で
、
た

べ
た
ら
も
ち
も
ち
し
て
い
て
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

野
木
小
っ
子
祭
り

三
年　
渡わ

た
な
べ邉　

澪み
お

　
わ
た
し
は
、
つ
る
の
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
家
に
か
ざ
っ
て
、
ま

ど
か
ら
風
が
ふ
く
と
、
つ
る
が

本
当
に
と
ん
で
い
る
よ
う
で
き

れ
い
で
し
た
。

三
年　
吉よ

し
だ田　

智と
も
き貴

　
ぼ
く
は
、
よ
し
ず
を
作
り
ま

し
た
。
よ
し
ず
を
あ
む
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
け
れ
ど
、
あ
む

の
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た

で
す
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
で

す
。さ

さ
ら
獅
子
舞
・
五
行
の
舞

四
年　
山や

ま
し
た下　

陸り
く
と人

　
さ
さ
ら
祭
り
は
、
た
い
こ
や

ふ
え
に
合
わ
せ
て
、
野
渡
を
歩

い
て
回
り
ま
す
。
ぼ
く
は
、
し

し
ま
い
を
見
て
と
て
も
か
っ
こ

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
五
年
生

に
な
っ
た
ら
や
る
の
で
、
地
域

の
方
に
教
え
て
も
ら
い
練
習
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

四
年　
佐さ

や
ま山　

彩あ
や
の乃

　
わ
た
し
は
、
五
行
の
舞
を
お

ど
り
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
し
た
が
宮
司
さ
ん
や
か
ぐ
ら

し
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

上
手
に
な
り
ま
し
た
。
す
ず
の

音
が
き
れ
い
で
見
て
い
る
人
も

お
ど
っ
て
い
る
人
も
と
て
も
い

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

水
辺
の
楽
校
で
の
環
境
学
習

五
年　
齋さ

い
と
う藤　

大ひ
ろ
き輝

　
五
年
生
は
、
水
辺
の
楽
校
を

通
し
て
、
環
境
に
つ
い
て
調
べ

て
い
ま
す
。
水
辺
の
楽
校
応
援

倶
楽
部
の
松
平
先
生
か
ら
、
水

辺
の
楽
校
が
で
き
る
ま
で
の
話

を
聞
い
て
、
自
然
を
大
切
に
守

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
春
夏
秋
冬
の
昆
虫
を
た
く
さ

ん
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

五
年　
秦は

た　
ほ
の
花か

　
水
辺
の
楽
校
応
援
倶
楽
部
の

松
平
先
生
に
ホ
タ
ル
に
つ
い
て

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
ホ

タ
ル
は
卵
か
ら
成
虫
に
な
る
ま

で
一
生
光
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

　
み
ん
な
が
協
力
し
て
水
辺
の

楽
校
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
に
よ
る
特
別
授
業

六
年　
杉す

ぎ
ぶ
ち渕　

海か
い
と斗

　
ぼ
く
た
ち
は
、
地
域
の
そ
ろ

ば
ん
の
先
生
に
そ
ろ
ば
ん
を
教

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ろ
ば
ん
が

速
く
で
き

た
り
、
暗

算
の
時
、

頭
の
中
で

そ
ろ
ば
ん

を
思
い
う

か
べ
た
り

す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
人
に

お
世
話
に
な
る
の
で
、
感
謝
し

て
指
導
を
受
け
た
い
で
す
。

六
年　
栗く

り
た田　

美み

く玖

　
私
た
ち
は
、
毎
年
サ
ッ
カ
ー

を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て

も
ら
っ
て
、
ボ
ー
ル
の
け
り
方
、

パ
ス
の
や
り
方
が
分
か
り
ま
し

た
。

　
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
運
動
を

た
く
さ
ん
し
て
い
き
健
康
で
い

よ
う
と
思
い
ま
す
。

みんなで一緒によもぎだんご作り

よしず作り体験

地域伝統「五行の舞」

そろばんの指導



（３２）

とちぎの百
ひゃくさま

様に「野木町煉瓦窯」と
　　　　　「野木のひまわり」が選ばれました

虫バイ菌さようなら

野木町消防団　夏季点検　合同水防演習

自衛官募集相談員委嘱状交付式

トピックス ～町の話題～

　栃木県民の郷土愛の醸成と本県のブランド力の向上を図
るため、後世に残したい、大切にしたい、自慢できる県内
の100の地域資源が「とちぎの百様」として選定（※）され、
県民の日である６月15日（月）に認定証の授与式が行われま
した。
　野木町からは、「野木町煉瓦窯」と「野木のひまわり」が
選ばれ、認定証（プレート）が授与されました。今後は、野
木町のみならず、栃木県の魅力をＰＲする地域資源として、
全国に発信されることになります。

（※）県民参加による百選応募キャンペーン（投票）の結果
　　を参考に、「ふるさと栃木の魅力醸成会議」での検討を
　　経て、県で選定。

　６月14日（日）、小山歯科医師会との共催により、「歯と口
の健康週間フッ素塗布・歯の健康相談」を開催しました。
　268組の親子が、母子保健推進員協議会によるエプロンシ
アターで一緒に楽しんだり、歯科衛生士から歯磨きのお話
を聞いたり、フッ素を塗布して歯の健康相談を歯科医師か
ら受けたりと、歯の衛生に努めました。これからも、きれ
いな歯を保ちましょう。

　６月21日（日）、恒例の消防団夏季点検が役場駐車場で行わ
れました。
　団長の指揮のもと、団員たちは規律正しく人員・服装・
機械器具などの点検を受けました。また、今年は新しく女
性消防団員も参加しました。
　夏季点検後、野木町・栃木市合同による水防演習が、栃
木市藤岡町の堤防において実施されました。
　野木町から30名・栃木市から72名・計102名の水防団員が
土のう作りや月の輪など８つの工法班に分かれて、出水期
に備えて、本番さながらの演習を行いました。

　５月21日（木）、公室にて永田栄氏と野本新一氏に自
衛官募集相談員委嘱状が交付されました。今後２年間、
募集情報の提供や募集活動支援等に活躍していただき
ます。
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関東スポーツ推進委員協議会表彰を受けました

トピックス ～町の話題～

　野木町スポーツ推進委員会副会長の田村勝美氏が、６月
５日（金）に開催された関東スポーツ推進委員研究大会にお
いて表彰を受けました。町体育指導委員として活動を始め
てから18年の活躍を認められ、この度の表彰となりました。
今後も、野木町のスポーツの発展と振興に貢献されること
を期待しております。

東京都北区の子どもたちと交流

　６月14日（日）川田地内の鈴木敏男さんの圃場で、東京都北区
の滝野川第五小学校の２年～６年生の43名が田植え体験を行い
ました。これは、５年前に北区昭和町の子どもたちの農業体験
がきっかけで、昨年から同小学校の放課後総合プランの一環で
来町するようになりました。当日は、子どもたちのほか保護者
やスタッフ17名と川田地区の農家のボランティア10名で田植
えとサツマイモの苗の定植を行いました。子どもたちは「田ん
ぼに虫やノミはいないの？」「ぬるぬるで気持ち悪い」と言い
ながらも、楽しそうに体験していました。代表者は「年６回の
事業の内、田植えと稲刈りの２回を野木町の皆さんにお世話に
なっていてとても感謝している」と話していました。鈴木さん
は「都会の子どもたちに田舎の良さや農業の大切さを感じても
らえれば」と笑顔で話していました。

野
木
町
功
労
等
表
彰

　

町
表
彰
審
査
会
で
、
次
の
み
な
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

興
町
政
功
労

　

○
町
議
会
議
員
　
12
年

　
　

池
田　

朝
子

　
　

山
口　

喜
代
司

興
町
政
功
績

　

○
消
防
団
員
　
10
年

　
　

秋
山　

隆
洋
・
相
田　

哲
也
・

　
　

上
原　

一
範
・
荒
井　

秀
明
・

　
　

蓬
田　

真
也
・
森　

孝
之
・

　
　

坂　

美
千
雄

　　

○
民
生
事
務
委
託
委
員
　
10
年

　
　

山
中　

妙
子
・
諏
訪　

洋
子
・

　
　

石
川　

眞
知
子

　　

○
環
境
委
員
　
10
年

　
　

渡
邉　

君
江

　
興
善
行

　

○
寄
付

　
　

茨
城
県
民
生
活
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事　

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
塚　

安
吉

「社会を明るくする運動」伝達式

　７月１日（水）、第６５回「社会を明るくする運動」の内
閣総理大臣メッセージ伝達式が町長室で行われ、小山保護
区保護司会野木支部と野木町更生保護女性会から１０名が出
席しました。
　平澤益夫野木支部長が例年の法務大臣メッセージに代わ
り、内閣総理大臣メッセージを真瀬町長に伝達しました。
この内閣総理大臣メッセージは、政府において、昨年１２月
に再犯防止及び “ 社会を明るく運動 ” について多くの国民
の方々の理解と協力をお願いするものです。
　その後、会員は野木駅、町内スーパーなど３箇所に分かれて、チラシ入りティッシュ等を配布し街頭
啓発を行いました。
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健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て ０５

ＣＯＰＤをご存知ですか？

問町民生活部健康福祉課撒（57）４１７１

　ＣＯＰＤとは慢性閉塞性肺疾患の通称で、肺に炎症がおこること

で、肺の細胞が壊れたり、気道が狭くなったりする病気です。

　症状は、からだを動かしたときに生じる息切れ、慢性の咳・痰

などです。喫煙者や高齢者に多い病気であり、ゆっくり進行して

いくため、たばこや年のせいと思いがちで、気づかぬうちに重症

化する恐れがあります。ＣＯＰＤになると全身に十分に酸素がいか

なくなるため、肺の病気だけではなく、心不全や動脈硬化、骨粗

しょう症、うつ病などの合併症を招きやすくします。一度低下し

た肺機能は完全にはもとに戻らないため、症状があればかかりつ

け医から専門の診療科を紹介してもらうか、呼吸器内科等を受診

し、早期発見・治療につなげる必要があります。喫煙している方

は、禁煙により肺のダメージを減らすことから始めましょう。

キラリインフォメーション

女性消防団員 野木町防災たよりにご登録を

　野木町では、大雨や大雪等の気象警報・特別警報や、

大型の地震の震度速報、ゲリラ攻撃情報等の国民保護関

係情報など、緊急性のある防災に関わる情報を登録制メー

ル「野木町防災たより」で配信します。

　簡単に登録ができますので、皆様のご登録をお願いし

ます。

配信する情報の種類

　緊急地震速報（震度４以上）、震度速報（震度４以上）、

気象警報・特別警報（暴風雪、大雪、洪水、暴風、大雪）、

竜巻注意報、国民保護関係（弾道ミサイル情報、航空攻撃

情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、大規模テロ情報）

登録方法

　次のＱＲコードを読み込むか、

次のＵＲＬに会員登録受付ページ

より会員登録をしてください。

→ http:www.bousai-nogi.jp/
　memberentry-accept/?s=77700003

　野木町消防団に本年度初めて女性消防団員が入団

しました。女性消防団員は、女性ならではの視点を

生かして、消防防災の普及啓発や、救命講習などを

中心に活動していく予定です。今後、若い力を十分

に発揮してくれることでしょう。

問総合政策部総務課消防交通係撒（57)４１１２問総合政策部総務課消防交通係撒（57)４１１２
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忘
れ
ず
に
い
よ
う

　

７
月
の
全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト

は
大
変
盛
況
の
内
に
終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
致
し
ま

す
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
女
性
町
長

の
皆
様
及
び
そ
の
他
多
く
の
方
か

ら
、
野
木
町
の
お
も
て
な
し
の
素
晴

ら
し
さ
に
つ
い
て
絶
賛
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
町
民
の
皆
様
、各
種
団
体
、

職
員
が
一
致
団
結
し
て
熱
意
を
持
っ

て
あ
た
り
、
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

事
が
出
来
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
町
民

も
職
員
も
な
く
心
一
つ
に
な
れ
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

私
達
の
野
木
町
が
少
し
で
も
注
目

さ
れ
、
皆
様
の
お
も
て
な
し
の
心

が
、
多
く
の
人
に
深
く
広
く
通
じ
た

実
感
を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
結
果
を
導
い
て
下
さ
っ
た

多
く
の
人
々
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
事
は
い
つ
ま
で
も

忘
れ
な
い
で
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
っ

か
り
し
ま
っ
て
お
き
ま
す
。

　

さ
て
、
暑
い
８
月
が
来
る
と
忘
れ

て
は
い
け
な
い
８
月
１５
日
の
終
戦
の

日
を
思
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
先
の
大
戦
に
お
い
て
原
子
爆
弾

が
広
島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
、
終
戦

を
迎
え
る
に
至
っ
た
８
月
の
日
々
を

忘
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
辛

う
じ
て
戦
後
っ
子
の
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
体
験
が
な
い
だ
け
に
、
な

お
さ
ら
「
忘
れ
な
い
」
事
を
肝
に
銘

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
広
島
の
平
和
祈
念
式
典
に

中
学
生
４
名
と
共
に
参
列
し
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
大
切
な
子
供
達
の
未
来
を
確

実
に
す
る
た
め
に
も
７０
年
前
と
な

る
、
８
月
の
日
々
を
忘
れ
な
い
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
を
私
達
は

そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
心
に
留
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
自
分
自
身

が
受
け
た
恩
な
ど
は
、
と
も
す
れ

ば
忘
れ
が
ち
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

時
々
思
い
返
す
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間

を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
、
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
、
忘
れ
な
い
で
お
こ

う
と
決
め
た
事
等
、
様
々
で
す
が
、

大
切
に
心
に
留
め
る
べ
き
事
は
し
っ

か
り
と
忘
れ
な
い
よ
う
に
…
と
思
う

こ
の
頃
で
す
。

ゼブラ株式会社　野木工場
操業開始　１９６６年（昭和４１年）３月

所在地　　栃木県下都賀郡野木町野木１４０

本社　　　東京都新宿区東五軒町２－９

従業員数　５１０名（２０１５年４月１日現在）

事業内容　各種筆記具等の製造

　　　　　国内唯一の製造拠点として、部品の製造から組立、包装まで

を一貫して行う工場です。世界中にゼブラの製品を送り出す世界のマザー

工場としての位置づけを担っており、敷地面積７５０００㎡、東京ドーム約

１．６個分の広さの中で油性、水性のボールペンをはじめ、マーカーや蛍光

ペンの製造を行っています。一方で環境面にも力を入れており、２００２年

にはＩＳＯ１４００１の認証取得をし、環境面で地域との調和を図るべく継続

して認証を受けています。また、毎年、町内の小学生の皆さんに工場見

学をしていただき、「ＭＡＤＥ ＩＮ 野木」の “ＺＥＢＲＡブランド ” をより身

近なものに感じてもらい、一人でも多くのゼブラファンが増えるよう活

動をしています。来年は野木工場操業開始５０年を迎え、更なる飛躍をし

ていくと共に町の発展にも微力ながら協力していきたいと考えます。

《社員のひとこと》

おかげさまでゼブラ株式会社は創業１１８年、また当野木工場は竣工から来年で満５０歳を迎えます。

これからも皆様に愛されるゼブラでありたいと野木工場満１００歳に向けて、社員一丸となって精

進してまいります。特にフレンドリーな社風と、三拍子揃った社食は自慢です。

（野木工場管理部管理課　古澤 弓雄 さん )

ひひ
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キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．５
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広報連絡委員レポート呉３５１

「
早さ

な

ぶ

り

苗
饗
」
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
広
報
連
絡
委
員

鈴
木
　
克
幸

　
田
植
え
が
終
わ
り
、
一
段
落
、
田

ん
ぼ
で
蛙
の
合
唱
が
始
ま
る
と
、
農

家
の
人
達
は
「
早
苗
饗
」
と
称
し
て
、

田
植
え
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
近
所

の
人
を
招
待
し
て
、
お
祝
い
の
宴
を

開
き
、
一
日
、
身
体
の
疲
れ
を
癒
し

ま
す
。
ま
た
個
人
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
人
々
が
一
堂
に
会
し
て
の
宴

も
開
か
れ
、
忙
し
い
農
作
業
の
束
の

間
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

昔
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
野
木
町
で
も
殆
ど
の
地
域
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
が
、

現
在
は
、
我
が
中
谷
地
区
の
、
そ
れ

も
た
っ
た
一
つ
の
自
治
会(

栗
山
自

治
会)

で
の
み
、
伝
統
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
毎
年
、
六
月
中
旬
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
決
め
ら
れ
た
日
時
に
集
合
す
る
と
、

ま
ず
豊
作
と
家
内
安
全
を
願
っ
て
神

仏
に
お
参
り
し
た
後
に
、
自
治
会
長

の
司
会
で
、
Ｊ
Ａ
野
木
支
店
長
の
挨

拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
す
ぐ
に
宴
会
に

入
り
ま
す
。
宴
が
進
む
に
つ
れ
、
今

年
の
作
付
状
況
、
野
菜
の
出
来
具
合

等
の
話
に
、
勿
論
、
農
業
の
話
が
主

に
な
り
ま
す
が
、
昔
話
に
も
花
が
咲

き
ま
す
。
今
は
乗
用
田
植
機
で
行
い

ま
す
が
、
昔
は
朝
早
く
か
ら
暗
く
な

る
ま
で
家
族
総
出
で
田
植
え
を
し
た

の
で
、
腰
が
痛
く
て
難
儀
を
し
た
こ

と
。「
こ
じ
は
ん
」
と
い
っ
て
十
時

と
三
時
休
み
に
食
べ
た
、
手
作
り
の

牡
丹
餅
や
柏
餅
の
美
味
か
っ
た
こ
と
、

お
互
い
に
共
同
作
業
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
こ
が
社
交
場
で
あ
っ
た
こ
と
等
、

話
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
我
が
家
は
代
々
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世

帯
で
、
田
ん
ぼ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
農
家
出
身
の
母
は
農
繁
期

に
な
る
と
重
宝
が
ら
れ
、
よ
く
田
植

え
の
手
伝
い
を
頼
ま
れ
ま
し
た
、
食

事
を
ご
馳
走
に
な
る
程
度
で
ほ
ぼ
無

償
で
の
手
伝
い
で
し
た
が
、
当
時
は

そ
れ
が
当
た
り
前
で
、
お
互
い
に
助

け
合
う
相
互
扶
助
の
気
持
ち
が
強

か
っ
た
よ
う
で
す
。
近
年
は
中
谷
地

区
も
御
多
聞
に
も
れ
ず
少
子
高
齢
化

の
傾
向
と
共
に
、

農
家
の
後
継
者

不
足
が
懸
念
さ

れ
、
益
々
助
け

合
い
の
精
神
が

必
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
早
苗
饗
」
と

い
う
伝
統
行
事
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

更
に
地
域
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

互
い
に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
確
認

し
あ
い
、
宴
も
お
開
き
に
な
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
57
）４
２
４
７

㊺
新
し
い
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

◎
新
し
い
ご
み
の
分
別
方
法
の
説
明

　
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　
現
在
、
南
赤
塚
地
区
内
で
は
小
山

広
域
保
健
衛
生
組
合
に
よ
っ
て
南
部

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

は
平
成
28
年
４
月
か
ら
稼
動
が
始
ま

る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
野
木

町
の
ご
み
の
分
別
方
法
が
一
部
変
更

と
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
と
剪
定
枝
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

こ
の
分
別
の
変
更
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
の
開
催
日

時
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
治
会
回

覧
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
【
プ

　
ラ
容
器
】
と
は
？

　
商
品
の
中
身
を
取
り
出
し
た
り
食

べ
た
り
し
て
不
要
に
な
っ
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包
装
の
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、

気
づ
か
な
い
内
に
た
く
さ
ん
の
プ
ラ

容
器
を
消
費
し
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
、
お
菓
子
の
袋
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
の
容
器
、
お
肉
や
お
刺
身
の
ト
レ

イ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
の
ボ
ト
ル
な
ど
。

目
印
に
プ
ラ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て

い
る
の
で
、
簡
単
に
見
分
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
プ
ラ
容
器
の
出
し
方
は
？

　

プ
ラ
容
器
は
汚
れ
て
い
る
と
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
完
全
に
中
身
を
使
い
切
り
、
軽

く
洗
っ
て
汚
れ
を
取
り
除
い
て
か
ら
、

透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
の
袋
に
入

れ
て
可
燃
ご
み
の
集
積
所
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
袋
に
入
れ
る
際
は
必
ず

一
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。
出
せ
る
曜

日
は
来
年
度
の
収
集
計
画
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
軽
く
洗
っ
た
だ

け
で
は
汚
れ
が
落
と
せ
な
い
よ
う
な

プ
ラ
容
器
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
剪
定
枝
と
は
？
出
し
方
は
？

　
庭
木
な
ど
を
剪
定
し
た
木
の
枝
の

こ
と
で
す
。
集
積
所
に
出
せ
る
の
は
、

長
さ
60
㎝
、
太
さ
10
㎝
ま
で
で
す
。

紙
ひ
も
か
麻
ひ
も
で
束
ね
て
、
可
燃

ご
み
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

出
せ
る
曜
日
は
来
年
度
の
収
集
計
画

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プラマーク



　

　栃木県が観測している雨量情報・河川水位情報を住民の皆様に一般電話

回線を利用して提供するシステムが運用されています。情報は、10分ごと

に更新され、リアルタイムな情報を聴くことができます。土砂災害・水害

等の危険判断の参考にお役立てください。

情報を聴くには

　①０２８０（57）４５３６に電話をする。

　②音声案内に従い聴きたい情報を選択してください。

聴くことのできる情報は

【雨量情報】　野木町中心部、小山市中心部、栃木市中心部・西部・北西部・上都賀郡南部の６箇所

【河川水位情報】　思川（観光橋：小山市）

　インターネットを利用して、全国の河川の「雨量」「水位」「河川予警報」等の情報がリアルタイムに

入手できます。

　興パソコンから→ http://www.river.go.jp　　携帯電話から→ http://i.river.go.jp

　野木町では、多くの町民の皆さまに迅速に災害情報を伝達するため、緊急

速報メール（ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンク）を配信をしています。

緊急速報メールとは

　携帯電話向けの災害情報伝達サービスで、野木町町内に滞在し、かつ当該

　サービスの受信機能を持つ携帯電話に緊急情報をお知らせするものです。

緊急速報メールの特徴

　1. 月額使用料や受信料は無料です。

　2. 受信するために登録する必要はありません。

　3. 専用の着信音とポップアップ画面により、いち早く情報を確認することができます。

　4. 観光や仕事などで野木町を訪れた方も受信することができます。

　※地域によっては他市町のエリアメールを受信することがあります。

配信する情報の種類（緊急性の高い以下の７種類）

避難準備情報、避難勧告、避難指示、弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、

大規模テロ情報

その他

携帯電話の電源がOFFまたは圏外、通話中、受信設定がされていない場合は、受信はできません。対

応機種や受信の設定方法などの詳細は、各携帯電話会社にお問い合わせください。

電話で

雨量情報・

河川水位情報を

緊急速報

メールで

災害・避難情報を

配信します

問総合政策部総務課消防交通係撒（57)４１１２

（３７）

「大雨・台風に備えて」
　

大
雨
や
台
風
の
危
険
が
近
づ
い
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
や
気
象
情
報
を
見
聞
き
し
た
ら
、
危
険
な

場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
災
害
へ
の
備
え
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

・
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

・
雨
や
風
が
強
く
な
る
前
に
、
家
屋
の
補
強
な
ど
の

　

対
策
を
し
ま
し
ょ
う 

・
避
難
場
所
ま
で
の
道
順
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

　

う
・
日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
箇
所
や
避
難

　

場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・
危
険
を
感
じ
た
り
、
町
か
ら
の
避
難
勧
告
等
が 

　

あ
っ
た
場
合
は
、
あ
わ
て
ず
速
や
か
に
避
難
し
ま

　

し
ょ
う
。
町
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
情
報
は
、
携

　

帯
電
話
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
町
の
広
報
車
で

　

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
避
難
の
前
に
は
、
必
ず
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う 

・
避
難
の
際
の
持
ち
物
は
最
小
限
に
し
て
背
中
に
背

　

負
う
な
ど
、
両
手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
し
て

　

お
き
ま
し
ょ
う

　

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の
災
害
は
一
気
に

起
こ
る
た
め
、
避
難
が
遅
れ
る
と
命
に
か
か
わ
り
ま

す
。
天
候
が
荒
れ
て
か
ら
で
は
移
動
も
大
変
に
な

り
ま
す
の
で
、
特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
の
い
る
家

庭
は
、
早
い
段
階
か
ら
自
主
的
に
避
難
す
る
こ
と

も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

忘
れ
物
を
し
た
場
合
で
も
、

取
り
に
戻
る
の
は
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
暴
風
や
浸
水
で
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
が

危
険
な
場
合
は
家
の
中
の
で
き
る
だ
け
安
全
な
場

所
（
２
階
の
部
屋
）
で
待
機
し
た
り
、
近
隣
の
で
き

る
だ
け
頑
丈
な
建
物
に
避
難
す
る
こ
と
も
検
討
し

ま
し
ょ
う
。



　新橋区での検討会として

　今後は、実施中のプロジェクトについて、実施状況の確認、問題点の整理・改

善を進めながら、ラジオ体操の実施地域の拡大を進め、高齢者が参加しやすい場

所作りを進めて行きたいと思います。

　また、新しいプロジェクトとして、高齢者が一人でも多く参加し、健康を維持

して行くために、ふれあいサロンの充実、軽度支援事業の周知と利用率の向上、自治会活動の充実、災

害時要援護者マップの作成および自由参加型ふれあいサロン「すまいる」の開設に向けて検討を行って

おります。

　高齢化の進捗と共に高齢者の問題を地域で受け止め、高齢

者が地域で明るく元気に、自宅で生活出来る地域づくりを進

めて行きたいと考えております。

　最後に、新橋区の高齢化対策検討会は、宇都宮大学教授で

あります陣内雄次先生、佐野市ＮＰＯ法人・風の詩の副理事

長の永島徹氏の指導で検討を進めておりますが、コメントを

いただいてております。

　Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ（ＱＯＬ　生活の質）同様に、Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ(ＱＯＣ 地域社会の質 ) が、

これから一層問われてきます。新橋区はＱＯＣの最先端です。益々期待しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇都宮大学　陣内 雄次 教授）

偶今回でシリーズ高齢者対策プロジェクトは終了します。

　ありがとうございました。

シリーズ高齢者対策プロジェクト

緊急通報体制整備事業

　急病・災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応を図るため、緊急通報装置の貸与を行います。24時間・
365日、ボタンを押すだけでセンターとつながり、会話ができるようになっています。緊急の場合には、
救急車の要請や、ご家族等への連絡を行います。
　無線ペンダントもついてくるので、寝室やお手洗いなど、本体から離れた場所でも緊急ボタンを押
すことができます。

問町民生活部健康福祉課高齢対策係撒（57)４１７３　　野木町地域包括支援センター撒（57)２４００

65歳以上のひとり暮らしの方、または高齢
者のみ世帯の方
※日中独居の方は要相談。

設置工事費の１割（1,080円）

※毎月の利用料等はかかりません。

地域包括支援センター

対象者

費用

申請窓口

（３８）

第４回目

今後の
検討会編



（３９）

今までの活動は…

　本年は、ＣＲＴカラオケジュニア大会【優勝】のほか、テレビ東京「カ

ラオケバトル」歌うまキッズＵ-12大会【優勝】、テレビ東京「カラオケバ

トル」Ｕ-18最強王者決定戦【優勝】で「カラオケバトル」２連覇中です。

歌を始めたきっかけは、いつ頃、どんなことですか。

　小学１年生（７歳）の時、掘優衣さん（足利市在住・カラオケバトル四

天王）の歌をテレビで聴いて真似をしていたら、祖母に勧められ歌を習

い始めました。

歌の魅力と、逆に苦労している点はありますか。

　お客さんが多い方が歌っていて楽しいし、力が入ります。歌がその日上手に歌えなかったりすると

落ち込むことがあります。テレビでは高得点を取って聞き心地もよく歌うことが難しいです。

日頃の練習は？

　週１回の歌謡教室と東京へレッスンに行っています。それ以外は、カラオケボックスで毎日１時間

練習しています。その他、イベントに呼ばれることが多いので、その練習もします。

野木町の印象は…

　生まれてからずっと野木町に住んでいます。野木町は静かで、田舎なところが好きです。野木町に

カラオケボックスがあるといいです。

今後の進路と夢をお聞かせください

　野木二中に進学する予定です。将来の夢は歌手になることです。演歌またはポップスのどちらに進

むか迷っています。野木町が元気になるように頑張ります。

歌手を目指す新橋小学校６年生

鈴
す ず き

木　杏
あ ん な

奈さん（11）（友沼在住）

野
木
第
二
中
学
校
大
運
動
会

　

６
月
20
日（
土
）、
野
木
第
二
中
学
校
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
で
晴
天
に
恵
ま

れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
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問総合政策部政策課撒（57）４１３４

町の人口 ７月１日現在

　　◇人口　男 １２，５７２人　女 １２，７８７人　計 ２５，３５９人　　◇世帯数 ９，５６０

市い
ち
げ毛　
悠ゆ

う
せ
い晴
ち
ゃ
ん（
０
歳
７
か
月
）

　毎日にこにこで、手のかからない悠晴く
ん。パパとママに幸せをありがとう。
　一つ一つ出来ることが増えて、これからが
楽しみだね。

お
お
た
と
し
ま
さ
著
　
主
婦
の
友
社

　
丸
尾
　
香
織

（
友
沼
在
住
）

「
男
の
子 

　
育
て
に
く
い
子
ほ
ど
よ
く
伸
び
る
」

　

「
い
き
な
り
で
す
が
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
男
の
子
、し
か
も
ち
ょ
っ
と
ク
セ
の
あ
る
『
育

て
に
く
い
子
』
を
授
か
っ
た
み
な
さ
ん
は
、
選
ば
れ
し
親
で
す
。」
と
始
ま
る
こ
の
本
は
、
男
の
子

の
育
児
に
戸
惑
う
母
親
を
応
援
し
て
く
れ
る
本
で
す
。

　

我
が
家
に
は
女
の
子
一
人
と
男
の
子
が
二
人
い
ま
す
。
一
番
上
が
女
の
子
な
の
で
、
男
の
子
の

子
育
て
は
イ
ラ
イ
ラ
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
聞
き
わ
け
は
な
い
し
こ
だ
わ
り
は
強
い
し
乱
暴
だ
し

落
ち
着
き
は
無
い
し
そ
の
く
せ
甘
え
ん
坊
…
。
こ
の
本
で
は
、
本
来
男
の
子
と
い
う
も
の
は
そ
う

い
う
姿
が
自
然
で
あ
り
、
今
の
社
会
で
は
「
や
ん
ち
ゃ
」
だ
っ
た
り
「
わ
ん
ぱ
く
」
だ
っ
た
り
す

る
男
の
子
は
社
会
不
適
合
者
と
し
て
居
場
所
を
失
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い
う
男
の
子
こ
そ
未
来
の

リ
ー
ダ
ー
の
素
質
を
持
っ
た
社
会
の
宝
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
家
の
息
子
は
絵
に
描
い
た
よ
う
な
や
ん
ち
ゃ
で
わ
ん
ぱ
く
な
男
の
子
で
す
の
で
、
周
囲
か

ら
の
風
当
た
り
が
強
く
心
底
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
こ
の
本

を
読
む
こ
と
で
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
の
子
の
育
児
で
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
心
が
軽
く
な
る
は
ず
で
す
。
そ
う
で
な
い
方
に
も
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る
男
の

子
達
の
た
め
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

問産業建設部都市整備課撒（57）４１９４

　大変長らくお待たせいたしましたが、昨年、
好評につき完売した「のぎのやさしい水」（水道
水）の販売を再開しました。
　この機会に是非、お試しください。

「のぎのやさしい水」販売再開！

販売店名 住所

鈴木商店 川田
５９１

セブンイレブン
下野野木西口店

丸林
４０８－１１

セブンイレブン
野木運動公園通り店

佐川野
５３５－６

セブンイレブン
野木富士見通り店

友沼
５９８０－１

ヤマザキショップ
野木丸林店

丸林
３９６－１

主な販売場所


